
『
鈴
鹿
の
物
語
』
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
に
つ
い
て

安

藤

秀

幸

は
じ
め
に

室
町
物
語
（
広
義
の
御
伽
草
子
）
に
は
四
百
編
を
越
え
る
作
品
が

知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
、
そ
の
一
々
の
作
品
に
、

大
小
様
々
な
差
異
を
含
む
諸
本
が
あ
る
。
小
さ
な
差
異
は
単
な
る

表
記
揺
れ
や
誤
写
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
大
き
な
差
異
に
は
、

内
容
そ
の
も
の
に
変
化
を
加
え
た
、
い
わ
ば
改
作
と
言
う
べ
き
も

の
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
伝
本
の
数
が
多
け
れ
ば
差
異
の
幅
も
大

き
く
な
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
そ
れ
は
多
数
の
伝
本
が
知
ら
れ
る

『
熊
野
の
本
地
』
や
『
酒
呑
童
子
』
に
お
け
る
本
文
の
多
様
性
に

表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伝
本
数
が
必
ず
し
も
多
く
は
な
く
と
も
、

時
に
は
大
き
な
差
異
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
。『
鈴
鹿
の
物
語
』

（『
田
村
の
草
子
』）
に
お
け
る
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
（
題
簽

「
す
ゝ
か
」。
以
下
「
東
急
本
」
と
略
す
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

『
鈴
鹿
の
物
語
』
は
俊
仁
・
俊
宗
（
田
村
）
父
子
二
代
に
よ
る

数
々
の
怪
物
退
治
を
描
く
物
語
で
あ
る
。
俊
仁
が
藤
原
利
仁
を
、

田
村
が
坂
上
田
村
麻
呂
を
モ
デ
ル
に
造
形
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

物
語
後
半
で
鈴
鹿
御
前
（
立
烏
帽
子
）
と
い
う
天
女
が
登
場
し
田

村
を
し
の
ぐ
存
在
感
を
見
せ
る
こ
と
、
様
々
な
説
話
を
背
景
に
し

て
作
ら
れ
た
種
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
興
味
の
尽
き
な
い
作
品

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
文
芸
作
品
と
し
て
の
巧
拙
を
言
う
な
ら
ば
、

力
作
で
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
過
多
で
あ
り
、
必
ず
し
も
成
功
作

と
は
言
い
が
た
い
。

こ
の
作
品
に
は
写
本
七
種
と
流
布
本
系
諸
本
が
知
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
の
中
の
一
本
が
、
先
に
挙
げ
た
東
急
本
で
あ
る
。
江
戸
初
期

の
豪
華
な
奈
良
絵
本
で
あ
る
が
、
そ
の
本
文
は
『
鈴
鹿
の
物
語
』
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諸
本
の
中
で
際
立
っ
た
独
自
性
を
持
つ
。
そ
の
独
自
性
は
、
本
文

の
ど
の
部
分
を
切
り
取
っ
て
も
他
本
と
の
同
文
的
一
致
を
ほ
と
ん

ど
見
出
し
難
い
ほ
ど
で
あ
り
、
脚
色
や
挿
入
説
話
に
も
著
し
い
特

色
が
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
『
鈴
鹿
の
物
語
』
を
主
題
と
し
て
い
く
つ

か
の
論
考
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
際
、
東
急
本
に
は
ほ
と
ん
ど
触

れ
ず
に
き
た
。
そ
れ
は
こ
の
本
文
が
『
鈴
鹿
の
物
語
』
と
し
て
は

明
ら
か
に
後
出
の
本
文
で
あ
り
、
ま
た
、
特
異
性
が
あ
ま
り
に
も

強
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
室
町
時
代
の
物
語
と
し
て
の

『
鈴
鹿
の
物
語
』
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
東
急
本
は
考
察
対

象
か
ら
外
し
た
方
が
好
都
合
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
異

な
本
文
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
特
異
な
の
か
は

明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
は
東
急
本
の
特
色
を

概
観
し
、
そ
の
傾
向
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
専
ら
本
文
に
つ
い
て
述
べ
、
絵
の
こ
と
に
つ

い
て
は
触
れ
な
い
。
東
急
本
の
絵
は
本
文
に
よ
く
対
応
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
文
内
容
に
即
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
同
本
の
理
解
の
た
め
に
は
、
絵
よ
り
も
ま
ず
本
文
に

つ
い
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

一

諸
本
に
お
け
る
東
急
本

東
急
本
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、『
鈴
鹿
の
物
語
』
の
諸
本
に

つ
い
て
略
述
す
る
。
既
知
の
本
文
は
次
の
八
種
で
あ
る(1)。

（
一
）
高
野
本
…
…
高
野
辰
之
旧
蔵
、
慶
応
大
学
図
書
館
蔵
。
室

町
後
期
写
本
。
略
本
。『
大
成
・
七
』
所
収
。

（
二
）
小
野
本
…
…
小
野
幸
氏
蔵
。
室
町
後
期
写
本
。
後
半
（
二

冊
本
の
下
巻
か
）
の
み
存
。
零
本
。「
田
村
の
草
子
」
と

し
て
『
大
成
・
補
遺
二
』
所
収
。

（
三
）
万
治
本
…
…
慶
応
大
学
図
書
館
蔵
。
万
治
三
年
写
本
。

『
神
道
物
語
集(2)』
所
収
。

（
四
）
吉
田
本
…
…
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
。
江
戸
初
期
写
本
。

前
半
（
唐
土
攻
め
譚
）
の
途
中
ま
で
存
。
零
本
。
翻
刻
・

影
印
な
し
。

（
五
）
國
學
院
本
…
…
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
。
奈
良
絵
本
。
寛

文
・
延
宝
頃
写
本
。
山
本
岳
史
氏
「
國
學
院
大
學
図
書

館
所
蔵
奈
良
絵
本
『
田
村
の
草
子
』
解
題
と
翻
刻(3)」
所

収
。

（
六
）
天
理
写
本(4)…
…
天
理
図
書
館
蔵
。
寛
文
〜
元
禄
頃
写
本
。

元
は
奈
良
絵
本
か
。『
大
成
・
七
』
所
収
。

（
七
）
流
布
本
…
…
寛
永
頃
古
活
字
版
（
二
種
）
お
よ
び
そ
の
派
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生
本
（
整
板
本
・
奈
良
絵
本
な
ど
を
含
む
）。
物
語
後
半
を

大
幅
に
改
作
。「
田
村
の
草
子
」
と
し
て
『
大
成
・
九
』

所
収
。

（
八
）
東
急
本
…
…
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
。
奈
良
絵
本
。
江
戸
初

期
写
本
。
翻
刻
は
横
山
重
氏
編
『
室
町
時
代
物
語
集
・

一
』（
大
岡
山
書
店
）、
影
印
は
『
大
東
急
記
念
文
庫
善

本
叢
刊

中
古
中
世
篇

物
語
草
子
Ⅰ(5)』
所
収
。

＊
桜
井
本
…
…
桜
井
慶
二
郎
氏
蔵
。
寛
永
四
年
奥
書
写
本
。
詳

細
不
明
。

右
の
内
、（
一
）
〜
（
六
）
は
室
町
時
代
の
本
文
を
色
濃
く
残

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
古
本
系
」
と
総
称
す
る
こ
と

と
す
る
。
古
本
系
は
そ
の
本
文
の
特
徴
か
ら
三
類
に
大
別
で
き
る
。

（
一
）・（
二
）
か
ら
な
る
Ⅰ
類
、（
三
）・（
四
）・（
五
）
か
ら
な

る
Ⅱ
類
、（
六
）
の
Ⅲ
類
で
あ
る
。
こ
の
内
、
Ⅲ
類
は
Ⅰ
類
の
前

半
（
金
飛
礫
退
治
譚
ま
で
）
と
、
Ⅱ
類
の
後
半
（
立
烏
帽
子
討
伐
以

降
）
か
ら
な
る
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
。
ま
た
、
流
布
本
は
物
語

後
半
の
展
開
が
古
本
系
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外

の
類
似
点
に
よ
っ
て
、
古
本
系
Ⅱ
類
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る(6)。

今
回
取
り
上
げ
る
東
急
本
は
、
右
の
い
ず
れ
と
も
大
き
く
異
な

る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
は
後
に
改
め
て
述
べ
る
が
、

他
本
と
の
類
縁
関
係
の
可
能
性
に
つ
い
て
先
に
触
れ
て
お
く
。

ま
ず
、
東
急
本
が
古
本
系
と
流
布
本
の
ど
ち
ら
に
近
い
の
か
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
先
の
分
類
に
お
い
て
、
古
本
系
と
流
布
本
を

分
け
る
の
は
物
語
後
半
の
展
開
で
あ
る
。
古
本
系
に
お
い
て
は
、

後
半
の
主
人
公
で
あ
る
田
村
（
俊
宗
）
は
、
奈
良
坂
の
金か
な

飛
礫

つ
ぶ
て

と

い
う
妖
怪
を
退
治
し
た
後
、
鈴
鹿
山
の
立
烏
帽
子
（
鈴
鹿
御
前
）

と
い
う
女
の
討
伐
に
向
か
う
。
と
こ
ろ
が
田
村
は
鈴
鹿
御
前
に
敗

れ
、
彼
女
と
結
婚
す
る
。
そ
の
後
、
紆
余
曲
折
を
経
つ
つ
も
、
鈴

鹿
と
共
に
近
江
蒲
生
の
悪
鬼
高
丸
を
討
ち
、
次
い
で
陸
奥
霧
山
嶽

の
悪
鬼
大
嶽
を
退
治
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
流
布
本
で
は
、
金
飛

礫
退
治
の
次
に
鈴﹅

鹿﹅

山﹅

の﹅

大
嶽
丸
を
退
治
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
際
、
田
村
は
天
女
鈴
鹿
御
前
の
導
き
に
よ
っ
て
こ
れ
を
成
し
遂

げ
（
鈴
鹿
御
前
と
は
対
立
し
な
い
）、
そ
の
後
に
高
丸
を
討
ち
、
そ

の
後
、
霧
山
嶽
に
復
活
し
た
大
嶽
丸
を
再
び
討
つ
。
こ
の
二
度
に

わ
た
る
大
嶽
退
治
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
「
勢
州
鈴
鹿
の
悪
魔
を

鎮
め
」
た
と
す
る
謡
曲
『
田
村(7)』
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
謡
曲
の
摂
取
に
よ
り
作
品
構
成
そ
の
も
の
が
変
化
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
る(8)。

内
容
構
成
に
お
け
る
右
の
点
に
つ
い
て
、
東
急
本
を
見
て
み
る

と
、
怪
物
は
金
丸
入
道
・
立
烏
帽
子
・
戸
隠
山
の
鬼
・
立
山
の
鬼
、

と
い
う
順
序
で
登
場
し
、
一
見
す
る
と
古
本
系
と
も
流
布
本
と
も
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古
本
系

流
布
本

東
急
本

金
飛
礫

（
奈
良
坂
）

金
飛
礫

（
奈
良
坂
）

金
丸
入
道

（
奈
良
坂
）

立
烏
帽
子

（
鈴
鹿
山
）

大
嶽

（
鈴
鹿
山
）

立
烏
帽
子

（
鈴
鹿
山
）

高
丸

（
蒲
生
↓
海
上
）

高
丸

（
蒲
生
↓
海
上
）

戸
隠
山
の
鬼

（
戸
隠
↓
海
上
）

大
嶽

（
霧
山
嶽
）

大
嶽

（
霧
山
嶽
）

立
山
の
鬼

〈
表
〉
物
語
後
半
の
討
伐
対
象
と
そ
の
舞
台

異
な
る
。
し
か
し
金
丸
は
出
現
場
所
も
そ
の
描
写
も
、
明
ら
か
に

他
本
に
お
け
る
金
飛
礫
に
相
当
し
、
そ
の
名
前
を
人
名
ら
し
く
変

え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
戸
隠
山
の
鬼
・
立
山
の
鬼
は
、
固
有

の
名
も
な
く
、
出
現
場
所
も
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
地
名
で
あ
る

が
、
そ
の
退
治
譚
の
描
写
か
ら
見
れ
ば
、
他
本
に
お
け
る
高
丸
・

大
嶽
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
東
急
本
に
お
け
る

怪
物
退
治
の
順
序
そ
の
も
の
は
古
本
系
と
同
一
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
（
表
参
照
）。
加
え
て
、
立
烏
帽
子
と
の
戦
い
を
描
く
こ
と
も

古
本
系
と
共
通
す
る
。
従
っ
て
、
東
急
本
は
古
本
系
か
ら
の
派
生

で
あ
り
、
流
布
本
と
直
接
の
類
縁
関
係
は
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。

で
は
、
東
急
本
が
古
本
系
か
ら
の
派
生
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
派

生
元
は
Ⅰ
〜
Ⅲ
類
の
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
検
討
す
る
に

あ
た
っ
て
、
東
急
本
が
本
文
を
全
面
的
に
改
め
て
い
る
こ
と
が
障

害
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
Ⅰ
〜
Ⅲ
類
の
整
理
は
概
ね
文
飾
の
相

違
に
基
づ
く
も
の
で
、
本
文
の
具
体
的
な
比
較
校
合
の
他
に
確
実

な
分
類
方
法
が
な
く
、
全
面
的
改
変
を
経
た
東
急
本
は
そ
れ
が
不

可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
比
較
が
可
能
な
箇
所
を
探
し
て

み
る
と
、
次
の
二
点
が
か
ろ
う
じ
て
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
、「
み
な
れ
川
」
の
所
在
地
で
あ
る
。
物
語
序
盤
、

日
り
う
（
俊
仁
の
幼
名
）
は
み
な
れ
川
の
大
蛇
を
退
治
す
る
。
こ

の
川
の
所
在
地
は
、
高
野
本
（
Ⅰ
類
）・
天
理
写
本
（
前
半
は
Ⅰ
類

と
同
系
）
に
お
い
て
は
武
蔵
国
で
あ
る
。
一
方
、
Ⅱ
類
の
万
治

本
・
吉
田
本
・
國
學
院
本
で
は
近
江
国
と
な
っ
て
い
る(9)。
こ
の
相

違
は
（
取
り
合
わ
せ
本
の
存
在
を
除
外
す
れ
ば
）
簡
便
な
分
類
指
標

と
な
り
得
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
東
急
本
を
見
る
と
、「
あ
ふ
み

の
く
に
、
み
な
れ
川(10)」
と
あ
り
、
Ⅱ
類
本
と
同
様
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
俊
仁
が
天
狗
の
助
言
を
求
め
て
ど
こ
へ
行
く
か
で

あ
る
。
こ
れ
も
同
じ
く
物
語
前
半
で
あ
る
が
、
俊
仁
は
行
方
不
明

に
な
っ
た
妻
を
探
し
て
天
狗
に
助
言
を
請
う
。
高
野
本
・
天
理
写

本
で
は
、
ま
ず
愛
宕
山
の
天
狗
教
光
坊
を
訪
ね
、
次
い
で
東
山
の

三
郎
坊
を
訪
ね
て
助
言
を
得
る
。
一
方
、
Ⅱ
類
本
で
は
三
郎
坊
を
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訪
ね
る
件
が
な
く
、
教
光
坊
か
ら
助
言
を
受
け
る
。
こ
の
点
に
お

い
て
も
東
急
本
は
Ⅱ
類
本
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
見
て
、

東
急
本
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
Ⅱ
類
と
近
い
本
文
で
あ
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
天
狗
の
助
言
か
ら
続
く
箇
所
に
問
題
が
あ
る
。

天
狗
は
、
俊
仁
の
妻
は
鬼
に
取
ら
れ
た
と
語
り
、
子
細
を
「
帰
り

道
に
あ
る
伏
木
に
聞
け
」
と
言
う
。
俊
仁
が
伏
木
に
尋
ね
る
と
、

伏
木
は
大
蛇
の
姿
に
な
っ
て
（
東
急
本
で
は
木
の
う
ろ
か
ら
蛇
が
現

れ
）、
正
体
を
明
か
す
。
そ
の
正
体
は
、
高
野
本
・
天
理
写
本
で

は
俊
仁
の
母
、
Ⅱ
類
本
で
は
俊
仁
の
お
ば
で
あ
っ
た(11)。
先
ほ
ど
の

推
測
に
よ
れ
ば
東
急
本
で
も
俊
仁
の
お
ば
が
登
場
す
べ
き
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
東
急
本
に
描
か
れ
る
の
は
俊
仁
の
母
で
あ
り
、
Ⅱ
類

本
と
は
異
な
っ
て
い
る(12)。

東
急
本
と
他
本
と
の
類
縁
関
係
に
つ
い
て
は
、
比
較
で
き
る
箇

所
が
こ
の
よ
う
に
少
な
い
上
、
そ
の
比
較
箇
所
が
物
語
の
前
半
に

集
中
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
矛
盾
も
伴
う
の
で
あ
る
が
、
強
い
て

言
え
ば
Ⅱ
類
本
に
近
縁
か
と
い
う
程
度
の
指
摘
に
留
め
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
の
上
で
、
他
本
（
特
に
古
本
系
諸
本
）
と
の
相
違
に
つ
い

て
、
次
節
以
降
で
検
討
す
る
。

二

東
急
本
と
他
本
の
相
違

『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊

中
古
中
世
篇

物
語
草
子

Ⅰ
』
の
解
題
（
柴
田
芳
成
氏
執
筆
）
に
は
、
東
急
本
と
他
本
の
相
違

点
に
つ
い
て
の
要
約
が
あ
る
。
解
題
と
い
う
形
式
の
都
合
上
で
あ

ろ
う
、
こ
れ
は
東
急
本
を
中
心
に
据
え
た
も
の
で
、
東
急
本
に
対

し
て
他
本
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
諸
本
の
中
で
特
殊
な
の
は
他
本
で
は
な
く
東
急
本
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
東
急
本
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
一
般

的
な
姿
の
本
文
、
す
な
わ
ち
古
本
系
諸
本
の
記
述
を
中
心
に
据
え
、

そ
れ
に
対
す
る
東
急
本
の
相
違
点
を
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
は

い
え
、
こ
こ
で
全
て
の
相
違
点
を
列
挙
す
る
と
あ
ま
り
に
も
冗
長

に
な
る
た
め
、
柴
田
氏
の
解
題
に
倣
っ
て
主
要
な
相
違
点
を
八
項

目
に
絞
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
順
に
挙
げ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

な
お
、
以
降
の
比
較
に
お
い
て
「
他
本
」
は
古
本
系
全
般
を
指
し
、

立
烏
帽
子
討
伐
・
大
嶽
退
治
を
除
い
て
は
流
布
本
も
そ
こ
に
含
む

も
の
と
す
る
。

①
他
本
で
は
、
主
人
公
は
俊
重

俊
祐

俊
仁

俊
宗
（
田

村
）
と
い
う
系
譜
で
あ
る
が
、
東
急
本
で
は
俊
重

俊
仁

俊
宗
と
な
っ
て
お
り
、
他
本
に
お
け
る
俊
祐
は
全
て
俊
重
の

事
跡
と
し
て
描
か
れ
る
。
ま
た
、
俊
宗
の
こ
と
を
田
村
（
田
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村
殿
・
田
村
の
将
軍
）
と
呼
ば
な
い
。

②
他
本
で
は
、
日
り
う
（
俊
仁
）
は
み
な
れ
川
の
大
蛇
と
戦
い
、

こ
れ
を
討
ち
取
る
。
東
急
本
で
は
「
神
と
し
て
祀
る
」
と
言

っ
て
大
蛇
を
説
得
し
て
首
を
取
り
、
龍
王
権
現
と
し
て
祀
る
。

③
他
本
で
は
、
俊
仁
の
落
胤
で
あ
る
ふ
せ
り
（
俊
宗
）
と
母
の

別
れ
は
簡
略
に
描
か
れ
、
母
は
そ
の
後
登
場
し
な
い
。
東
急

本
で
は
別
れ
の
悲
し
み
が
描
か
れ
、
ま
た
、
成
人
し
た
俊
宗

が
里
帰
り
し
て
母
を
養
う
描
写
が
あ
る
。

④
他
本
で
は
、
俊
仁
は
名
を
後
代
に
残
す
た
め
に
唐
土
攻
め
を

行
い
、
敗
死
す
る
。
東
急
本
で
は
、
俊
仁
は
百
二
十
歳
で
往

生
す
る
。
ま
た
、
唐
土
攻
め
で
は
な
く
匈
奴
の
襲
来
が
あ
り
、

そ
れ
を
俊
宗
が
撃
退
す
る
。

⑤
他
本
で
は
、
田
村
（
俊
宗
）
と
鈴
鹿
の
離
別
の
後
に
高
丸
と

い
う
鬼
が
出
現
す
る
。
東
急
本
で
は
戸
隠
山
の
鬼
（
高
丸
に

相
当
）
が
先
に
出
現
し
、
そ
の
こ
と
が
俊
宗
・
鈴
鹿
の
離
別

を
招
く
。

⑥
田
村
（
俊
宗
）
の
龍
馬
入
手
は
、
他
本
で
は
痩
せ
馬
購
入
と

育
成
に
よ
る
の
に
対
し
、
東
急
本
で
は
駿
馬
が
内
裏
に
突
如

出
現
す
る
。

⑦
他
本
に
お
け
る
陸
奥
国
霧
山
嶽
の
鬼
・
大
嶽
が
、
東
急
本
で

は
越
中
立
山
の
鬼
神
と
し
て
登
場
す
る
。
ま
た
、
こ
の
鬼
の

妻
が
鈴
鹿
の
母
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

⑧
他
本
に
お
け
る
田
村
・
鈴
鹿
の
死
と
蘇
生
に
関
す
る
く
だ
り

全
体
が
、
東
急
本
に
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
俊
重
が
妻
と
の
出
会
い
に
際
し
て
『
伊
勢

物
語
』
第
六
段
お
よ
び
第
一
四
段
を
想
起
す
る
な
ど
、
説
話
の
単

純
な
増
補
が
い
く
ら
か
見
ら
れ
る
。

三

東
急
本
の
改
作
方
針

前
節
に
挙
げ
た
東
急
本
の
特
色
は
、
あ
く
ま
で
も
物
語
の
展
開

に
関
わ
る
部
分
に
絞
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
本
系
と
東

急
本
の
相
違
は
脚
色
の
仕
方
に
お
い
て
も
著
し
い
。
そ
の
た
め
、

先
の
ご
と
く
に
列
挙
し
た
だ
け
で
は
、
東
急
本
の
特
異
性
の
一
端

を
知
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の
傾
向
や
改
変
の
意
図
を
汲
む
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り

全
編
を
通
じ
た
比
較
に
よ
っ
て
改
変
箇
所
を
概
観
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

古
本
系
と
の
粗
筋
の
対
照
表
（
付
表
）
に
基
づ
い
て
東
急
本
の

改
変
や
増
補
を
概
観
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ

る
。
そ
れ
は
概
ね
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
る
（
⃞
内
の
数
字
は
付
表
の
粗
筋
に
対
応
す
る(13)）。
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(一
)
挿
入
説
話
の
増
補

古
本
系
『
鈴
鹿
の
物
語
』
に
お
い
て
、
故
事
の
引
用
や
説
話
の

挿
入
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
わ
ず
か
な
例
と
し
て
は
、
ふ
せ
り
が
母

を
問
い
詰
め
る
場
面
12
で
、
釈
迦
が
浄
飯
王
と
摩
耶
夫
人
の
間
に

生
ま
れ
た
と
い
う
故
事
を
引
く
件
が
か
ろ
う
じ
て
指
摘
で
き
る
程

度
で
あ
る
。
そ
の
他
の
説
話
的
要
素
は
換
骨
奪
胎
を
経
て
物
語
内

部
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
挿
入
説
話
と
呼
べ
る
姿
で
は
な
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
急
本
で
は
、
俊
重
と
女
の
出
会
い

の
場
面
2
に
お
い
て
、
遍
昭
の
女
郎
花
説
話
や
『
伊
勢
物
語
』
第

六
段
お
よ
び
第
一
四
段
の
言
及
と
和
歌
の
引
用
が
あ
り
、
俊
仁
誕

生
3
に
お
い
て
は
神
農
・
范
増
の
出
生
説
話
と(14)龍
女
成
仏
譚
が
触

れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
駿
馬
が
宮
中
に
突
如
出
現
し
た
こ
と
を

承
け
て
の
公
卿
僉
議
24
に
お
い
て
は
名
馬
説
話
が
披
露
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
本
系
に
は
な
い
説
話
が
複
数
増
補
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
よ
う
に
挿
入
説
話
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
な
も
の
は
特
に
物
語
序
盤
に
集
中
し
て
お
り
、
作
中
に
説
話

を
ち
り
ば
め
る
と
い
う
意
志
は
さ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
い
。

室
町
物
語
類
に
お
い
て
、
先
行
す
る
本
文
を
踏
ま
え
て
そ
れ
を

大
幅
に
改
変
し
、
多
数
の
説
話
を
増
補
す
る
も
の
と
し
て
、『
酒

呑
童
子
』
諸
本
に
お
け
る
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
（『
室
町
時
代
物

語
大
成
・
三
』
所
収
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
話
の
増
補

は
、
室
町
物
語
の
近
世
化
に
お
け
る
特
色
の
一
つ
と
見
て
よ
か
ろ

う
。

(二
)
心
情
描
写
の
増
補

古
本
系
『
鈴
鹿
の
物
語
』
は
登
場
人
物
の
心
情
描
写
に
あ
ま
り

熱
心
で
は
な
い
。
そ
の
極
端
な
例
は
、
俊
仁
の
落
胤
で
あ
る
ふ
せ

り
が
母
の
元
を
去
っ
て
都
へ
上
ら
ん
と
す
る
場
面
12
で
あ
る
。

ふ
せ
り
は
自
分
に
は
父
が
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
母
を
問
い

詰
め
る
。
母
は
父
の
存
在
を
隠
そ
う
と
す
る
が
、
形
見
の
鏑
矢
を

見
せ
、
つ
い
に
は
「
俊
人
の
将
軍
こ
そ
汝
が
父
」
と
明
か
す
。
す

る
と
ふ
せ
り
は
、

大
に
悦
て
、
母
に
、「
此
七
年
か
間
、
そ
い
奉
り
て
、
名
残

お
し
く
は
候
へ
と
も
、
父
と
云
人
の
な
つ
か
し
く
て
、
今
は

暇
申
て
、
命
有
は
必
、
六
年
に
ま
い
ら
ん
」
と
て(15)、
七
歳
と

申
す
七
月
下
旬
の
比
、
田
村
の
郷
を
立
出
て

と
、
親
子
の
別
れ
は
淡
々
と
終
わ
る
。
一
方
、
東
急
本
は
ど
う
か
。

ふ
せ
り
と
の
…
…
「
さ
て
は
う
た
か
ふ
と
こ
ろ
な
し
。
こ
れ

（
引
用
者
注
、
形
見
の
鏑
矢
）
を
し
る
し
に
、
み
や
こ
へ
た
つ

ね
の
ほ
ら
む
」
と
の
た
ま
へ
は
、
は
ゝ
は
か
な
し
み
て
、

「
い
ま
た
し
と
け
な
く
し
て
、
は
る
〳
〵
の
ほ
り
給
は
ん
事
、
23



み
ち
の
ほ
と
、
い
か
ゝ
し
て
か
ゆ
き
給
ふ
へ
き
。
い
ま
す
こ

し
、
お
と
な
し
く
な
り
て
の
ほ
り
給
へ
」
と
き
こ
ゆ
れ
は
、

「
ち
ゝ
の
あ
り
か
を
き
く
よ
り
も
、
一
日
も
は
や
く
あ
ひ
た

て
ま
つ
ら
ん
と
お
も
ふ
な
り
。
七
さ
い
ま
て
そ
た
て
給
ひ
し

御
な
こ
り
は
つ
き
せ
す
は
ん
へ
れ
と
も
、
や
か
て
か
へ
り
申

へ
し
」
と
て
、
と
り
つ
き
給
ひ
し
は
ゝ
の
そ
て
を
ふ
り
き
り

て
、
た
ゝ
一
人
か
ち
は
た
し
に
て
、
は
し
り
い
て
給
ふ
。

は
ゝ
は
か
な
し
さ
に
、
あ
と
に
つ
き
て
は
し
り
い
て
、「
そ

れ
と
ゝ
め
て
た
へ
や
、
人
〳
〵
」
と
て
、
も
た
え
こ
か
れ
て

か
な
し
め
と
、
あ
と
を
も
か
へ
り
み
す
、
二
月
の
下
の
十
日

に
た
む
ら
の
か
う
を
た
ち
い
て
ゝ
、
し
ら
ぬ
野
山
に
お
も
む

き
給
ふ
、
心
の
う
ち
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
。

万
治
本
に
は
漢
字
が
多
い
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、
優
に
三
倍

以
上
の
文
章
量
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
心
情
描
写
の
増
補
は
、
俊

重
（
他
本
に
お
け
る
俊
祐
）
と
そ
の
妻
の
出
会
い
2
や(16)、
ふ
せ
り
と

俊
仁
の
出
会
い
13
に
際
し
て
も
見
ら
れ
る
。
前
項
と
並
ん
で
、
東

急
本
に
お
け
る
描
写
増
補
の
一
角
を
な
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

(三
)
軍
記
の
影
響

『
鈴
鹿
の
物
語
』
は
怪
物
退
治
譚
を
何
度
も
描
く
が
、
そ
こ
で

の
戦
闘
描
写
そ
の
も
の
は
淡
泊
で
あ
る
。
た
と
え
ば
悪
路
王
の
戦

い
で
は
、
ま
ず
鬼
と
の
眼
光
競
べ
が
あ
り
、
続
い
て
俊
仁
が
剣
を

投
げ
る
。

俊
人
、
剣
刀
剣

（
マ
マ
）

を
ぬ
き
て(17)、
鬼
十
人
か
中
に
そ
、
な
け
ら
れ

け
り
。
剣
、
ま
い
あ
か
り
て
、
十
人
の
鬼
の
首
を
討
落
す
。

こ
れ
に
比
べ
る
と
、
東
急
本
の
戦
闘
描
写
は
軍
記
物
語
を
強
く

意
識
し
た
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
立
山
で
の
「
白
山
の

夜
叉
鬼
神
」
と
の
戦
い
27
に
お
け
る
次
の
描
写
を
挙
げ
る
だ
け
で

も
明
ら
か
で
あ
る
。

と
し
む
ね
、
き
し
ん
に
と
り
ひ
し
か
れ
、
下
に
成
給
ひ
て
、

あ
や
う
く
見
え
け
る
か
、
小
た
ち
を
ぬ
い
て
、
あ
け
さ
ま
に

二
刀
さ
し
て
、
と
つ
て
か
へ
し
て
上
に
な
り
、
く
ひ
を
か
ゝ

ん
と
し
給
へ
は
、
き
し
ん
か
な
は
し
と
や
お
も
ひ
け
ん
、
て

を
あ
は
せ
て
、「
い
の
ち
を
た
す
け
給
へ
、
け
ふ
よ
り
日
本

の
あ
く
き
を
し
つ
む
へ
し
」
と
、
か
う
さ
ん
す
。

ま
た
、
軍
勢
の
働
き
を
描
く
こ
と
も
東
急
本
の
特
徴
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。
と
言
う
の
も
、
他
本
で
は
主
人
公
が
実
質
的
に
一
人

で
怪
物
退
治
を
成
し
遂
げ
て
お
り
、
軍
勢
の
活
躍
は
ほ
と
ん
ど
描

か
れ
な
い
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
主
人
公
と
共
に
出
陣

し
た
軍
勢
は
途
中
で
帰
洛
を
命
じ
ら
れ
る
か
（
立
烏
帽
子
捜
索
17
・

高
丸
退
治
22
）、
あ
っ
け
な
く
壊
滅
す
る
か
（
み
な
れ
川
大
蛇
退
治

5
）、
そ
う
で
な
く
と
も
何
ら
目
立
っ
た
働
き
を
見
せ
な
い
（
唐
土
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攻
め
15
・
金
飛
礫
退
治
16
）。
こ
れ
に
対
し
て
東
急
本
で
は
、
戦
評

定
の
描
写
も
あ
れ
ば
、
軍
勢
が
敵
城
を
攻
め
破
る
描
写
も
あ
る
。

こ
れ
ら
も
ま
た
、
軍
記
に
お
け
る
合
戦
描
写
を
意
識
し
た
も
の
と

見
て
よ
い
。

合
戦
そ
の
も
の
の
描
写
以
外
に
も
、
東
急
本
の
軍
記
志
向
は
指

摘
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
匈
奴
を
迎
え
撃
つ
に
際
し
て
15
、
次
の

よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
る
。

と
し
む
ね
の
さ
ふ
ら
ひ
に
、
た
は
ら
の
源
五
か
ね
ま
さ
と
い

ふ
も
の
あ
り
。
ち
ゝ
の
と
き
よ
り
、
度
々
の
か
う
み
や
う
し

た
る
、
か
う
ら
う
の
も
の
な
れ
は
、
す
ゝ
み
出
て
申
や
う
、

「
さ
た
め
て
、
い
こ
く
の
く
ん
ひ
や
う
は
、
ふ
な
い
く
さ
を

こ
の
む
ら
ん
。
日
本
人
は
ふ
ね
に
て
う
れ
ん
な
く
し
て
、
か

け
引
し
さ
い
な
る
ま
し
。
し
は
ら
く
、
は
か
た
の
は
ま
に
し

や
う
く
は
く
を
か
ま
へ
、
た
て
こ
も
り
て
た
ゝ
か
ひ
給
は
ゝ
、

け
う
と
の
た
い
ち
、
う
た
か
ひ
あ
る
ま
し
」
と
そ
申
け
る
。

と
し
む
ね
、
も
と
よ
り
わ
か
む
し
や
の
き
は
や
に
て
、
も
つ

て
の
ほ
か
に
き
を
そ
ん
し
、「
日
本
の
大
し
や
う
ほ
と
の
も

の
か
、
て
き
の
よ
す
る
を
ま
ち
て
、
ひ
ら
し
や
う
に
、
た
て

こ
も
る
と
い
ふ
事
や
あ
る
へ
き
。
い
つ
く
に
て
も
、
ゆ
き
あ

は
ん
所
ま
て
は
せ
む
か
つ
て
、
た
ゝ
一
い
く
さ
に
た
い
ら
く

へ
し
。
い
さ
や
、
つ
は
も
の
」
と
け
ち
す
れ
は
…
…

血
気
盛
ん
な
若
武
者
が
慎
重
策
を
一
蹴
し
、
攻
撃
を
強
行
し
て

勝
利
す
る
こ
と
は
、『
平
家
物
語
』
巻
一
一
・
逆
櫓
に
お
け
る
源

義
経
と
梶
原
景
時
の
口
論
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
前
項
で
も
触
れ
た
が
、
宮
中
に
現
れ
た
駿
馬
の
扱
い
に
つ
い

て
公
卿
僉
議
が
あ
り
24
、
中
国
の
故
事
を
引
い
て
一
旦
は
吉
例
と

さ
れ
る
も
、
結
局
は
必
ず
し
も
吉
例
な
ら
ず
と
結
論
さ
れ
る
件
は

『
太
平
記
』
巻
一
三
・
龍
馬
進
奏
事
に
基
づ
く
も
の
と
見
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
東
急
本
に
お
け
る
軍
記
の
影
響
は
著
し
い
も
の
が

あ
る
。

な
お
、
軍
記
で
は
な
い
が
、『
酒
呑
童
子
』
の
影
響
と
考
え
ら

れ
る
描
写
も
あ
る
。『
鈴
鹿
の
物
語
』
は
元
々
『
酒
呑
童
子
』
を

利
用
し
た
と
思
し
き
構
成
・
描
写
を
含
む
が(18)、
東
急
本
は
そ
こ
へ

さ
ら
に
『
酒
呑
童
子
』
の
要
素
を
足
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
次

の
三
要
素
が
指
摘
で
き
る
。（
イ
）
怪
物
出
現
に
際
し
て
公
卿
僉

議
が
開
か
れ
、
高
僧
の
不
在
ゆ
え
に
武
士
に
よ
る
退
治
が
必
要
で

あ
る
と
結
論
さ
れ
る
こ
と
（
み
な
れ
川
大
蛇
退
治
4
）。（
ロ
）
異
境

が
洞
窟
の
先
に
あ
る
こ
と
（
立
烏
帽
子
捜
索
17
）。（
ハ
）
鬼
の
城

に
て
も
て
な
し
を
受
け
、
主
が
泥
酔
し
、
そ
の
隙
に
鬼
退
治
の
内

談
を
す
る
こ
と
（
立
山
鬼
神
退
治
26
）。
以
上
の
三
つ
で
あ
る
。
特

に
立
山
の
鬼
神
退
治
は
、
先
に
首
魁
の
鬼
を
討
ち
、
続
い
て
多
く

の
鬼
と
戦
い
、
そ
の
際
に
主
人
公
と
鬼
の
格
闘
が
描
か
れ
る
こ
と
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も
『
酒
呑
童
子
』（
サ
ン
ト
リ
ー
本
系
）
と
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
も

影
響
と
言
え
よ
う
か
。

(四
)
時
代
思
潮
の
反
映

『
鈴
鹿
の
物
語
』
は
室
町
時
代
後
期
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
。
文

明
一
八
年
（
一
四
八
六
）
頃
の
文
書
「
坂
上
田
村
麻
呂
伝
勘
文
案(19)」

に
本
作
か
ら
の
引
用
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
成

立
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
が
、
恐
ら
く
は
一
五
世
紀
半
ば
頃

の
成
立
と
見
て
良
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
朝
廷
や
幕
府
の
権
威
が
い

よ
い
よ
失
墜
し
、
社
会
の
秩
序
が
流
動
化
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
戦
国
時
代
を
経
て
全
国
統
一
が
成
り
、
江
戸
時
代
に
入

る
と
社
会
秩
序
は
再
び
固
定
化
す
る
。『
鈴
鹿
の
物
語
』
も
ま
た
、

そ
の
影
響
を
蒙
っ
て
い
る
。
著
し
い
例
は
、
天
皇
の
権
威
に
対
す

る
挑
戦
的
な
記
述
の
扱
い
で
あ
る
。

古
本
系
に
お
い
て
、
鈴
鹿
（
立
烏
帽
子
）
は
都
へ
の
年
貢
御
物

を
奪
う
存
在
と
し
て
登
場
し
、
田
村
が
そ
の
討
伐
に
向
か
う
17
。

と
こ
ろ
が
田
村
は
鈴
鹿
に
敗
れ
、
二
人
は
結
婚
す
る
18
。
そ
の
後
、

田
村
は
鈴
鹿
を
騙
し
て
朝
廷
に
差
し
出
す
こ
と
を
画
策
す
る
も
看

破
さ
れ
、
鈴
鹿
は
み
ず
か
ら
内
裏
に
出
向
く
19
。
そ
の
際
、
彼
女

は
帝
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

童
か
す
こ
し
た
る
事
は
何
事
か
候
へ
き
。
君
は
十
善
の
位
と

こ
そ
思
召
候
へ
と
も
、
下
界
の
賤
御
身
な
り
。
童
、
甲
斐
な

き
や
う
な
れ
と
も
、
さ
す
か
に
上
界
の
天
人
な
り
。
戒
力
の

た
る
に
よ
つ
て
、
手
を
い
た
し
て
と
ら
ね
と
も
、
年
貢
御
物

の
は
つ
を
は
、
と
り
の
こ
と
く
に
飛
つ
れ
て
、
鈴
鹿
か
本
に

来
る
成
。
誠
に
取
候
は
ゝ
、
是
参
候
時
、
打
搦
さ
せ
給
へ
。

こ
の
よ
う
に
古
本
系
で
の
鈴
鹿
は
年
貢
御
物
の
件
を
堂
々
と
正

当
化
し
、
天
女
は
帝
に
優
る
地
位
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

一
方
、
東
急
本
で
は
参
内
に
至
る
理
由
付
け
が
異
な
る
も
の
の
、

俊
宗
と
の
休
戦
・
和
解
の
際
に
は
「
け
ふ
よ
り
、
あ
く
し
す
へ
か

ら
す
」
と
述
べ
て
お
り
18
、
鈴
鹿
の
行
為
が
「
悪
事
」
で
あ
る
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
急
本
に
お
い
て
は
、
た
と
え
天

女
で
あ
ろ
う
と
も
朝
廷
の
秩
序
を
乱
す
こ
と
は
「
悪
事
」
で
あ
る
、

と
い
う
観
念
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他
本
に
お
け

る
大
嶽
が
天
皇
を
愚
弄
す
る
発
言
を
す
る
の
に
対
し
27
、
東
急
本

に
そ
の
よ
う
な
文
言
が
な
い
こ
と
も
、
こ
れ
と
同
様
の
意
図
に
よ

る
改
変
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
先
ほ
ど
触
れ
た
参
内
場
面
で
は
、
古
本
系
諸
本
に
お
い

て
は
田
村
が
そ
の
裏
切
り
に
よ
り
鈴
鹿
の
信
頼
を
失
い
、
い
わ
ば

鈴
鹿
に
捨
て
ら
れ
る
形
で
二
人
の
婚
姻
関
係
が
一
時
破
綻
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
東
急
本
で
は
帝
が
俊
宗
に
「
け
ふ
よ
り
、
み
や
こ

に
と
ゝ
ま
り
、
国
〳
〵
の
ら
ん
を
し
つ
め
て
え
さ
せ
よ
」
と
求
め
、
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俊
宗
は
そ
れ
に
応
じ
て
鈴
鹿
に
暇
乞
い
を
し
、
鈴
鹿
は
納
得
し
て

去
る
。
こ
れ
は
、
離
婚
が
（
た
と
え
形
式
上
の
も
の
で
は
あ
れ
）
夫

の
専
権
で
あ
る
と
す
る
近
世
の
観
念
に
従
う
改
変
で
あ
る
と
判
断

で
き
る
。

ま
た
、
祝
言
性
を
強
調
す
る
こ
と
も
東
急
本
の
特
色
と
言
え
、

そ
れ
は
主
人
公
が
悲
劇
的
な
死
を
迎
え
な
い
と
い
う
点
に
顕
著
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
他
本
に
お
け
る
俊
仁
は
唐
土
攻
め
で
討
ち

死
に
し
15
、
ま
た
、
俊
宗
は
鈴
鹿
が
定
業
で
死
ん
だ
こ
と
を
悲
し

む
あ
ま
り
思
い
死
に
す
る
29
。
こ
の
よ
う
な
死
は
、
東
急
本
に
は

描
か
れ
な
い
。

ま
ず
、
俊
仁
の
死
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
古
本
系
（
お
よ
び

流
布
本
）
で
は
、
俊
仁
は
落
胤
で
あ
る
ふ
せ
り
と
出
会
い
13
、
後

継
者
を
得
た
こ
と
で
安
堵
し
、
後
代
に
名
を
残
さ
ん
と
唐
土
攻
め

を
思
い
立
つ
15
。
俊
仁
は
唐
土
側
の
修
法
に
よ
り
出
現
し
た
不
動

明
王
ら
と
遭
遇
し
、
海
上
で
戦
い
に
な
る
。
そ
の
最
中
、
俊
仁
に

力
を
与
え
て
い
た
多
聞
天
が
不
動
の
持
ち
か
け
た
取
引
に
応
じ
て

し
ま
い
、
加
護
を
失
っ
た
俊
仁
は
奮
戦
空
し
く
不
動
に
討
た
れ
、

唐
土
攻
め
も
失
敗
に
終
わ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
東
急
本
で
は
、
俊
仁
は
ふ
せ
り
が
成
人
し
「
朝

日
の
将
軍
田
村
の
俊
宗
」
と
な
る
の
を
見
届
け
、

ち
ゝ
と
し
ひ
と
は
、
ゐ
ん
き
よ
し
給
ひ
て
、
ほ
ん
り
や
う
な

れ
は
、
ゑ
ち
せ
ん
の
け
い
の
こ
ほ
り
に
く
た
り
て
、
す
み
給

ふ
。
し
よ
こ
く
の
さ
ふ
ら
ひ
、
一
と
せ
か
は
り
に
、
ひ
は
ん

た
う
は
ん
を
つ
と
め
、
ふ
つ
き
日
こ
ろ
に
百
は
い
し
て
、
あ

か
し
く
ら
し
給
ふ
か
、
百
弐
十
年
の
よ
は
ひ
を
た
も
ち
、
わ

う
し
や
う
を
と
け
給
ふ
と
か
や
。

と
、
平
穏
な
老
後
と
大
往
生
が
語
ら
れ
る
。
こ
れ
は
頼
み
の
多
聞

天
に
見
捨
て
ら
れ
て
敗
死
す
る
と
い
う
他
本
に
お
け
る
最
期
と
は

か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
後
に
は
匈
奴
襲
来
と

そ
の
撃
退
が
描
か
れ
、
次
代
の
俊
宗
が
初
陣
を
飾
る
。

次
に
俊
宗
の
死
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
れ
も
他
本
と
は
大
き
く

異
な
る
。
他
本
で
は
大
嶽
退
治
後
に
鈴
鹿
・
田
村
（
俊
宗
）
の
死

と
蘇
生
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
東
急
本
で
は
そ
の
全
体
が
削

除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
見

る
と
、
他
本
で
は
、
大
嶽
退
治
直
後
28
、
鈴
鹿
は
定
業
に
よ
る
死

が
自
分
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
語
る
。
田
村
は
都
で
大
嶽
退
治
の

勧
賞
を
受
け
、
急
ぎ
鈴
鹿
山
へ
向
か
う
が
、
鈴
鹿
の
臨
終
に
は
間

に
合
わ
ず
、
田
村
は
そ
の
側
で
思
い
死
に
す
る
29
。
し
か
し
田
村

は
冥
途
で
閻
魔
を
脅
迫
し
、
鈴
鹿
と
共
に
蘇
生
す
る
こ
と
を
許
さ

れ
、
幸
せ
に
暮
ら
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
東
急
本
で
は
、

立
山
の
鬼
神
（
大
嶽
に
相
当
）
を
退
治
す
る
と
鈴
鹿
は
次
の
よ
う

に
言
う
。
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「
み
ら
い
や
う
〳
〵
に
い
た
る
ま
て
、
あ
く
ま
の
い
つ
る
事

あ
ら
し
。
御
身
は
み
や
こ
に
の
ほ
り
給
ひ
、
君
を
し
ゆ
こ
し

給
ふ
へ
し
。
み
つ
か
ら
は
す
ゝ
か
に
か
へ
り
て
、
ま
つ
へ
き

な
り
。
う
れ
し
き
か
な
や
、
御
身
は
九
十
七
の
秋
の
こ
ろ
、

み
や
こ
を
さ
つ
て
、
す
ゝ
か
山
に
来
り
給
ふ
へ
し
。
さ
あ
ら

は
、
み
つ
か
ら
か
す
み
か
へ
む
か
へ
奉
り
、
む
り
や
う
こ
う

の
そ
の
あ
ひ
た
、
契
り
た
か
へ
す
、
す
む
へ
き
な
り
。
い
と

ま
申
」
と
て
、
た
ち
わ
か
れ
給
ひ
け
り
。

そ
の
後
、
俊
宗
は
都
で
大
い
に
栄
え
、「
く
に
も
ゆ
た
か
に
、

た
み
も
さ
か
へ
、
き
し
ん
の
い
つ
る
事
も
な
く
、
め
て
た
か
り
し

御
代
」
と
な
る
。
そ
し
て
清
水
山
に
堂
を
建
て
て
立
山
鬼
神
退
治

の
際
の
駿
馬
を
祀
り
（
田
村
堂
）、
九
十
七
歳
の
秋
に
は
鈴
鹿
山
に

隠
居
し
、
不
老
不
死
の
薬
に
よ
り
「
御
と
し
十
七
の
す
か
た
と
な

り
給
ひ
、
む
り
や
う
こ
う
の
た
の
し
み
を
う
け
、
天
下
を
ま
も
り

給
ふ
」
と
い
う
。
鬼
退
治
の
高
揚
が
主
人
公
ら
の
死
に
よ
っ
て
萎

む
こ
と
な
く
、
物
語
は
結
末
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
と
し
む
ね
の
一
く
は
ん
の
ま
き
物
に
も
、
た
い
〳
〵
天
下
の
し

や
う
く
ん
は
、
か
な
ら
す
、
わ
か
さ
い
た
ん
な
り
」
と
あ
る
と
記

し
、
末
尾
を
「
目
出
度
御
代
と
そ
成
に
け
る
」
と
し
て
結
ぶ
の
は
、

単
に
物
語
が
大
団
円
を
迎
え
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
徳
川
将
軍

に
よ
る
太
平
の
世
を
言
祝
ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う

に
主
人
公
の
敗
北
や
非
業
の
死
を
避
け
、
祝
言
性
を
強
調
す
る
こ

と
も
東
急
本
の
特
色
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
奇
瑞
や
怪
異
の
あ
り
方
が
弱
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
例
と
し

て
、
悪
路
王
退
治
の
際
の
開
門
描
写
9
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
本
に

お
い
て
は
、
盤
石
の
ご
と
き
城
門
を
開
き
か
ね
た
俊
仁
が
鞍
馬
の

多
聞
天
に
祈
る
と
、
扉
が
直
ち
に
開
く
。
こ
れ
に
対
し
て
東
急
本

で
は
、
俊
仁
自
身
が
閂
を
ね
じ
切
っ
て
扉
を
開
く
。
つ
ま
り
、
他

本
に
お
い
て
は
奇
瑞
が
記
さ
れ
て
い
た
箇
所
が
、
主
人
公
の
怪
力

を
示
す
描
写
に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
奇
瑞
や
怪
異
な
ど
超

自
然
的
現
象
の
描
写
を
弱
め
る
こ
と
は
、
近
世
的
な
合
理
主
義
の

現
れ
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

右
の
ご
と
き
、
社
会
秩
序
の
反
映
や
祝
言
性
の
強
調
、
合
理
化

は
、
い
ず
れ
も
時
代
思
潮
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
把
握
で
き
る

で
あ
ろ
う
。(五

)
構
成
の
緊
密
化

別
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
鈴
鹿
の
物
語
』
は
数
多
く
の

説
話
を
継
ぎ
合
わ
せ
、
組
み
替
え
て
成
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

成
り
立
ち
ゆ
え
に
、
古
本
系
に
お
い
て
は
特
に
、
そ
の
素
材
の
継

ぎ
目
が
見
え
隠
れ
す
る
。
加
え
て
、
物
語
の
展
開
が
直
線
的
で
あ
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り
、
構
成
に
緊
密
さ
を
欠
く
。
こ
の
こ
と
は
予
言
と
怪
物
退
治
が

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
特
に
目
立
つ
。
無
論
、

こ
の
よ
う
な
構
成
が
稚
拙
ゆ
え
の
も
の
で
は
な
く
、
物
語
成
立
時

点
に
お
い
て
何
ら
か
の
意
味
を
担
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
た

と
え
ば
、
宗
教
儀
礼
と
関
わ
る
な
ど
の
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
純
粋
に
文
芸
作
品
と
し
て
本
作
を
見
た
場
合
、
出
来
事
と

出
来
事
の
繫
が
り
に
関
係
が
薄
く
、
物
語
の
展
開
に
お
い
て
無
意

味
と
も
思
え
る
描
写
が
度
々
挟
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
欠

陥
と
言
い
得
よ
う
。

こ
れ
に
関
し
て
、
東
急
本
は
多
く
の
点
で
改
善
を
試
み
て
い
る
。

典
型
例
は
み
な
れ
川
大
蛇
退
治
5
か
ら
俊
仁
流
罪
6
に
至
る
く
だ

り
で
あ
る
。

他
本
に
お
い
て
、
み
な
れ
川
の
大
蛇
は
二
頭
で
あ
り
、
名
は

「
く
ら
み
つ
・
く
ら
の
す
け
」
で
あ
る(20)。
こ
の
大
蛇
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

淵
の
底
よ
り
、
な
か
さ
三
百
尋
計
な
る
大
蛇
出
て
申
け
る
は
、

「
汝
か
為
に
は
お
ぢ
也
。
近
江
の
湖
に
住
大
蛇
は
、
我
か
為

に
は
姉
成
。
又
、
汝
か
母
の
増
田
の
池
の
大
蛇
は
、
我
た
め

に
は
妹
な
り
。
既
に
三
界
に
年
を
経
て
十
千
歳
成
、
此
川
に

住
み
て
も
三
千
五
百
歳
、
汝
は
僅
に
十
三
歳
、
我
に
敵
対
し

て
な
に
す
へ
き
そ
や
」
と
て
、
口
よ
り
炎
を
い
た
す
。

大
蛇
は
日
り
う
（
俊
仁
）
に
と
っ
て
伯
父
で
あ
っ
た
。
し
か
し

日
り
う
は
そ
の
事
実
に
全
く
反
応
せ
ず
、
伯
父
に
あ
た
る
は
ず
の

大
蛇
を
直
ち
に
射
殺
し
、
肝
を
取
っ
て
帰
洛
す
る
。
そ
の
後
、
俊

仁
は
照
日
と
恋
仲
に
な
る
が
帝
の
嫉
妬
に
よ
り
無
実
の
罪
で
流
刑

に
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
勢
多
の
橋
で
「
ひ
と
ゝ
せ
、
み
な
れ
か
は

に
て
の
、
く
ら
み
つ
、
く
ら
の
す
け
か
た
ま
し
ゐ
、
こ
の
か
は
に

そ
あ
る
ら
ん
。
み
や
こ
へ
の
ほ
り
て
、
あ
く
し
を
せ
よ(21)」
と
命
じ

る
と
、「
壺
入
た
る
油
よ
り
、
尾
頭
出
来
て
、
八
の
大
蛇
と
成
て
、

都
の
う
ち
に
て
人
を
は
み
喰
」
と
い
う
事
態
に
至
る
。

右
の
展
開
に
お
い
て
は
、
大
蛇
が
二
頭
で
あ
る
こ
と
も
、
大
蛇

が
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
俊
仁
の
伯
父
に
あ
た
る
こ
と
も
、

作
中
に
お
い
て
は
特
段
の
意
味
を
持
た
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

討
ち
取
ら
れ
た
大
蛇
が
な
ぜ
俊
仁
の
た
め
に
暴
れ
る
の
か
、
当
初

の
編
者
に
と
っ
て
は
自
明
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
後
の

読
者
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
も
唐
突
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

東
急
本
は
こ
の
よ
う
な
散
漫
さ
を
一
掃
す
る
べ
く
改
め
て
い
る
。

大
蛇
は
一
頭
で
あ
り
、
名
前
は
記
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
何
よ
り
、

退
治
す
べ
き
大
蛇
が
伯
父
に
あ
た
る
こ
と
を
知
っ
た
俊
仁
は
次
の

よ
う
に
言
う
。

さ
て
は
御
身
は
、
わ
か
は
ゝ
の
け
ん
そ
く
な
る
か
や
。
そ
の

は
う
お
ん
に
、
た
す
け
侍
ら
ん
と
お
も
へ
と
も
、
わ
れ
天
下
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の
し
や
う
く
ん
と
し
て
、
く
に
〳
〵
の
し
ゆ
こ
な
れ
は
、
た

す
け
を
く
へ
き
に
あ
ら
す
。
わ
れ
に
い
の
ち
を
あ
た
へ
よ
。

し
か
ら
は
、
神
と
い
は
ふ
へ
し
。

大
蛇
は
こ
の
言
葉
に
感
激
し
て
み
ず
か
ら
首
を
延
べ
て
討
た
れ
、

俊
仁
は
勢
多
の
橋
の
下
に
島
を
築
き
龍
王
権
現
と
し
て
大
蛇
を
祀

る
。
か
か
る
事
情
ゆ
え
に
、
俊
仁
流
罪
の
際
、
俊
仁
へ
の
援
助
と

し
て
大
蛇
は
大
雨
を
降
ら
し
、
都
を
お
び
や
か
す
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
東
急
本
に
お
い
て
は
、
大
蛇
が
俊
仁
の
縁
者
で
あ

る
こ
と
、
俊
仁
が
大
蛇
を
祀
る
こ
と
、
大
蛇
が
俊
仁
を
援
助
す
る

こ
と
の
三
要
素
が
強
く
関
連
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
物
語
と
し
て
の

緊
密
性
が
増
し
て
い
る
。

同
様
の
こ
と
は
、
立
山
の
鬼
神
（
他
本
で
は
大
嶽
）
退
治
26
・

27
の
際
に
も
窺
え
る
。
古
本
系
諸
本
に
お
い
て
、
鈴
鹿
の
手
引
き

で
鬼
の
城
内
に
潜
入
し
た
田
村
（
俊
宗
）
は
、
鈴
鹿
と
三
年
ぶ
り

の
対
面
を
果
た
し
、
会
話
に
続
い
て
管
絃
の
遊
び
を
す
る
。
そ
こ

に
外
出
中
の
大
嶽
が
帰
還
し
、
田
村
の
侵
入
に
怒
り
、
戦
い
が
始

ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
急
本
で
は
、
俊
宗
は
鈴
鹿
の
母
（
立
山

鬼
神
の
妻
）
に
も
て
な
さ
れ
、
酒
宴
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
事

情
を
知
っ
た
鈴
鹿
の
母
は
夫
を
討
つ
こ
と
に
同
意
し
、「
そ
の
と

き
に
お
よ
ふ
な
ら
は
、
天
上
に
か
へ
る
へ
し
。
な
こ
り
お
し
く
さ

ふ
ら
へ
は
、
こ
よ
ひ
は
、
よ
も
す
か
ら
く
は
ん
け
ん
し
て
、
か
な

し
き
お
も
ひ
を
は
ら
す
へ
し
」
と
管
絃
を
始
め
る
。
そ
こ
へ
鬼
神

が
帰
り
、
楽
の
音
を
聞
き
「
あ
ら
お
も
し
ろ
の
し
ら
へ
か
な
」、

「
せ
ひ
な
く
い
ら
ん
も
、
さ
し
き
の
け
う
さ
ま
さ
ん
と
て
、
し
や

く
と
り
な
を
し
、
ひ
や
う
し
に
か
ゝ
つ
て
ま
ひ
入
」
っ
た
と
こ
ろ
、

俊
宗
・
鈴
鹿
の
待
ち
伏
せ
を
う
け
て
首
を
討
た
れ
る
。
こ
こ
で
は

管
絃
を
始
め
る
理
由
と
鬼
神
退
治
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
先

ほ
ど
の
大
蛇
退
治
の
際
と
同
様
、
こ
れ
も
緊
密
化
の
た
め
の
改
変

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

(六
)
固
有
名
詞
の
変
更

東
急
本
に
お
け
る
様
々
な
改
変
の
中
で
不
可
解
な
の
は
、
固
有

名
詞
の
変
更
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
他
本
に
お

い
て
俊
仁
の
父
は
「
俊
祐
（
と
し
ゆ
う
）」
で
あ
り
、「
俊
重
（
と

し
し
げ
）」
は
俊
仁
の
祖
父
で
あ
っ
て
系
譜
上
の
存
在
に
過
ぎ
ず
、

物
語
中
に
は
登
場
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
東
急
本
に
お
い
て
俊
仁

の
父
は
そ
の
「
俊
重
」
で
あ
る
。
他
に
人
物
名
が
変
更
さ
れ
て
い

る
も
の
と
し
て
は
、
他
本
に
お
い
て
は
「
か
す
み
の
源
太
」
と
呼

ば
れ
る
田
村
の
郎
等
が
東
急
本
で
は
「
た
は
ら
の
源
五
か
ね
ま

さ(22)」、
他
本
の
「
か
な
つ
ぶ
て
」
が
東
急
本
で
は
「
か
な
丸
の
に

う
た
う
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
他
本
に
お
い
て
は
名
を
記
さ
れ
て
い
る
人
物
が
、
東
急
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本
に
お
い
て
は
固
有
の
名
を
失
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
み
な
れ

川
の
大
蛇
（
く
ら
み
つ
・
く
ら
の
す
け
）、
俊
仁
の
妻
（
照
日
）、
鈴

鹿
の
娘
（
し
や
う
り
ん
）、
悪
事
の
高
丸
、
高
丸
の
娘
（
き
は
た
）、

大
嶽
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
更
・
削
除
の
意
図
は
不
明
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
物
語
上
に
名
前
が
不
必
要
で
あ
る

と
か
、
人
名
ら
し
か
ら
ぬ
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

高
丸
・
大
嶽
に
あ
た
る
鬼
神
の
居
所
も
変
更
さ
れ
て
い
る
。
他

本
に
お
い
て
高
丸
は
近
江
国
蒲
生
原
に
、
大
嶽
は
陸
奥
国
霧
山
嶽

に
現
れ
る
が
、
東
急
本
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
信
濃
国
戸
隠
山
・

越
中
国
立
山
で
あ
る
。
戸
隠
山
に
つ
い
て
は
謡
曲
『
紅
葉
狩
』
に

よ
っ
て
平
維
茂
に
よ
る
鬼
退
治
譚
が
知
ら
れ
、
立
山
に
つ
い
て
は

同
地
が
地
獄
に
通
ず
る
場
所
で
あ
る
と
す
る
説
話
が
古
く
か
ら
知

ら
れ
て
い
た
か
ら(23)、
鬼
退
治
の
舞
台
と
し
て
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
場

所
と
考
え
て
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
立
山
に
つ
い
て
は
、

物
語
前
半
で
の
悪
路
王
退
治
が
陸
奥
国
を
舞
台
と
し
て
い
た
か
ら
、

二
度
も
陸
奥
を
舞
台
に
す
る
の
は
避
け
た
い
と
い
う
意
識
が
働
い

た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
と
め

東
急
本
の
特
徴
を
分
類
す
れ
ば
概
ね
以
上
の
ご
と
く
に
な
ろ
う
。

付
表
に
記
し
た
通
り
、
右
に
取
り
上
げ
た
以
外
に
も
改
変
は
数
多

い
。
し
か
し
そ
の
改
変
・
再
編
集
の
あ
り
方
を
こ
の
よ
う
に
整
理

す
る
と
、
東
急
本
は
大
規
模
な
改
作
を
経
て
い
な
が
ら
、
決
し
て

『
鈴
鹿
の
物
語
』
の
枠
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
、
登
場
人
物
名
や
鬼
の
居
所
が
変
わ
っ
て
い
よ
う
と
も
、

描
か
れ
て
い
る
内
容
そ
の
も
の
は
古
本
系
諸
本
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
の
で
あ
る
。
変
化
し
て
い
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
怪
物
退
治

譚
の
趣
向
や
、
出
来
事
間
の
関
係
性
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
変
化
も
先

述
の
通
り
、
時
代
思
潮
の
反
映
や
構
成
の
緊
密
化
な
ど
の
方
針
に

よ
る
も
の
と
し
て
説
明
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

東
急
本
は
そ
の
点
に
お
い
て
、
物
語
の
枠
組
み
そ
の
も
の
に
手

を
加
え
た
流
布
本
と
は
性
質
が
異
な
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
流

布
本
は
物
語
後
半
に
お
い
て
重
大
な
変
更
を
加
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。
最
大
の
変
化
は
、
謡
曲
『
田
村
』
を
文
飾
の
み
な
ら
ず
枠
組

み
に
お
い
て
も
取
り
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
鈴
鹿

御
前
は
当
初
か
ら
田
村
の
助
力
者
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
と
な
り
、

彼
女
と
の
戦
い
は
描
か
れ
ず
、
そ
の
一
方
で
大
嶽
と
の
戦
い
は
二

箇
所
に
分
裂
し
た
。
こ
れ
は
鈴
鹿
御
前
に
重
点
を
置
く
古
本
系
と

は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
田
村
を
英
雄
と
し
て
活
躍
さ
せ

る
「
田
村
も
の
」
古
浄
瑠
璃
と
通
ず
る
も
の
と
言
い
得
る
。

も
ち
ろ
ん
、
東
急
本
に
も
流
布
本
と
共
通
す
る
傾
向
は
見
ら
れ

る
。
神
通
の
鏑
矢
に
つ
い
て
「
一
度
は
な
ち
給
へ
は
千
の
や
さ
き
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と
な
り
」
と
説
明
す
る
の
は
謡
曲
『
田
村
』
の
「
大
悲
の
弓
に
は
、

知
恵
の
矢
は
め
て
、
一
度
放
せ
ば
千
の
矢
先
、
雨
霰
と
降
り
か
か

つ
て
」
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
し(24)、
田
村
（
俊
宗
）
の
強
さ
が
際

立
つ
の
も
流
布
本
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
急
本
の

編
者
は
話
の
流
れ
そ
の
も
の
に
は
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
な
か
っ
た
。

次
々
と
生
起
す
る
出
来
事
同
士
を
関
連
づ
け
、
軍
記
風
の
文
飾
を

加
え
、
心
情
描
写
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
物
語
と
し
て
の
膨
ら

み
が
存
分
に
付
け
足
さ
れ
た
『
鈴
鹿
の
物
語
』、
そ
れ
が
東
急
本

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

で
は
、
東
急
本
は
『
鈴
鹿
の
物
語
』
の
完
成
形
で
あ
ろ
う
か
。

物
語
の
品
質
と
い
う
面
で
言
え
ば
、
確
か
に
そ
の
よ
う
に
評
価
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
矛
盾
を
減
ら
し
、
緊
密
性
と
具
体
性
を
加
え
、

時
に
は
登
場
人
物
の
心
の
動
き
に
も
筆
を
費
や
す
東
急
本
は
、
文

芸
作
品
と
い
う
意
味
で
は
古
本
系
を
大
い
に
進
歩
さ
せ
た
姿
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で

筆
者
の
主
観
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
る
が

こ
の
平
板
さ
は
ど
う
し
た
こ
と
か
、
と
も
思
う
の
で

あ
る
。
鬼
退
治
に
際
し
て
、
人
間
に
対
し
て
す
る
よ
う
な
作
戦
の

描
写
が
果
た
し
て
必
要
で
あ
ろ
う
か
。
俊
仁
と
不
動
明
王
が
直
接

戦
う
と
い
う
独
創
的
な
描
写
を
、
元
寇
な
い
し
は
『
百
合
若
大

臣
』
を
思
わ
せ
る
船
戦
に
変
え
る
こ
と
で
、
面
白
さ
が
増
し
た
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
古
本
系
の
荒
唐
無
稽
な
愉
快
さ
を
殺
す
、

余
計
な
作
為
で
は
な
か
っ
た
か
。

詰
ま
る
と
こ
ろ
、『
鈴
鹿
の
物
語
』
は
増
補
と
合
理
化
に
向
か

な
い
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
室
町
物
語
と
し
て
は
長
編
で
あ

り
、
内
容
も
多
い
作
品
で
あ
る
。
そ
こ
に
説
話
や
辻
褄
合
わ
せ
、

心
情
描
写
を
加
え
て
し
ま
え
ば
、
元
々
あ
っ
た
冗
長
さ
が
一
層
強

ま
っ
て
し
ま
う
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
増
補
を
行
う

の
で
あ
れ
ば
、
作
品
を
再
構
成
し
た
り
、
何
段
か
に
分
割
し
て
区

切
り
を
付
け
た
り
す
る
他
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
さ
に
、

浄
瑠
璃
の
手
法
で
あ
っ
た
。
古
浄
瑠
璃
作
者
達
は
、『
鈴
鹿
の
物

語
』
か
ら
場
面
を
抜
き
出
し
、
組
み
替
え
、
大
胆
な
脚
色
を
加
え

て
新
た
な
作
品
群
を
生
み
出
し
た
。
一
方
で
奥
浄
瑠
璃
の
語
り
手

達
は
、『
鈴
鹿
の
物
語
』
の
姿
を
か
な
り
留
め
な
が
ら
も
各
所
に

独
自
要
素
を
継
ぎ
足
し
、
あ
る
い
は
場
面
を
差
し
替
え
て
、
物
語

を
再
生
産
し
て
い
っ
た(25)。『
鈴
鹿
の
物
語
』
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
、

生
き
延
び
さ
せ
て
い
く
に
は
、
こ
の
よ
う
な
語
り
物
化
、
演
芸
化

こ
そ
が
妥
当
な
方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
物
語
草

子
と
し
て
の
『
鈴
鹿
の
物
語
』
に
と
っ
て
、
東
急
本
は
、
い
わ
ば

改
作
の
袋
小
路
に
咲
い
た
花
で
あ
っ
た
。

註(1
)
書
写
時
期
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
機
関
の
蔵
書
目
録
や
、
翻
刻
・
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影
印
を
収
め
た
書
籍
・
論
文
の
解
題
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
横
山
重

氏
・
松
本
隆
信
氏
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』（
角
川
書
店
）
は

『
大
成
』
と
略
し
た
。

(2
)
横
山
重
氏
編
、
古
典
文
庫
、
一
九
六
一
年
。
引
用
に
際
し
て
は

一
九
七
五
年
の
再
刊
本
を
使
用
し
た
。

(3
)
『
國
學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
四
号
、
二
〇
一
二
年

三
月

(4
)
同
じ
く
天
理
図
書
館
蔵
の
古
活
字
版
と
区
別
す
る
た
め
「
天
理

写
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

(5
)
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年

(6
)
諸
本
の
整
理
に
つ
い
て
は
拙
稿
「『
鈴
鹿
の
物
語
』
の
諸
本

本
文
系
統
の
整
理
を
め
ざ
し
て

」（『
国
語
国
文
』
八
〇
巻
五
号
、

二
〇
一
一
年
五
月
）
に
詳
し
く
述
べ
、
ま
た
、
そ
の
後
に
紹
介
さ

れ
た
國
學
院
本
を
含
め
た
考
察
は
「『
鈴
鹿
の
物
語
』
の
編
集
と

変
容
」（
博
士
論
文
、
大
谷
大
学
、
二
〇
一
三
年
）
第
二
章
に
ま

と
め
た
。

(7
)
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
百
番
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八

年

(8
)
流
布
本
の
成
立
と
性
質
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
鈴
鹿
の
物
語
』

か
ら
『
田
村
の
草
子
』
へ

写
本
か
ら
流
布
本
へ
の
変
容

」

（『
文
藝
論
叢
』
八
一
号
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）
で
論
じ
た
。

な
お
、
寛
永
一
七
年
『
華
足
寺
縁
起
』
に
も
、「
大
た
け
と
云
鬼

神
出
来
し
て
伊
勢
の
国
鈴
鹿
山
ま
で
せ
め
上
る
」
と
あ
り
、
田
村

丸
が
鈴
鹿
御
前
の
援
助
を
受
け
て
こ
れ
と
戦
い
、
奥
州
で
討
っ
た

と
あ
る
（
大
橋
和
華
氏
「「
三
ノ
ハ
ザ
マ
の
新
長
谷
寺
」
に
関
す

る
口
承
資
料
の
紹
介

『
竹
峰
山
華
足
寺
縁
起
』
を
中
心
に

」

『
藝
文
東
海
』
一
四
号
、
一
九
八
九
年
一
二
月
）。
こ
の
縁
起
は
、

武
蔵
国
中
野
宝
仙
寺
の
住
職
が
慶
長
一
七
年
に
陸
奥
国
華
足
寺
に

住
居
し
た
際
、
土
地
の
古
老
か
ら
聞
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

流
布
本
は
こ
の
よ
う
な
伝
承
を
取
り
込
ん
だ
上
で
謡
曲
『
田
村
』

の
詞
章
を
利
用
し
た
と
も
考
え
う
る
。
し
か
し
『
華
足
寺
縁
起
』

の
語
る
執
筆
経
緯
を
そ
の
ま
ま
信
ず
る
こ
と
は
難
し
く
、
同
縁
起

自
体
が
流
布
本
『
田
村
の
草
子
』
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(9
)
み
な
れ
川
は
、
武
蔵
国
児
玉
郡
を
流
れ
る
身
馴
川
（
現
在
の
小

山
川
）
で
あ
ろ
う
。
身
馴
川
付
近
の
寺
社
縁
起
や
地
名
由
来
譚
に

は
坂
上
田
村
麻
呂
に
よ
る
大
蛇
退
治
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
身
馴

川
大
蛇
退
治
の
伝
承
は
次
の
諸
書
に
見
え
る
。
木
暮
秀
夫
編
『
武

蔵
国
児
玉
郡
誌
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
三
年
）
東
児
玉
村
北
向

神
社
・
金
讃
神
社
、
柴
田
常
恵
・
稲
村
坦
元
編
『
埼
玉
叢
書
・

三
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
）
所
収
「
武
蔵
国
那
珂
郡
古

郡
村
日
光
山
安
光
寺
記
」、
柳
進
氏
『
県
北
の
伝
承
と
民
俗
』（
私

家
版
、
一
九
七
六
年
）「
大
蛇
と
高
柳
」「
骨
波
田
」「
風
洞
の
字

名
」。

(10
)
東
急
本
の
引
用
は
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊

中
古
中
世

篇

物
語
草
子
Ⅰ
』
の
影
印
に
よ
っ
た
。

(11
)
諸
本
に
よ
り
揺
れ
は
あ
る
が
、
俊
仁
の
母
は
「
ま
す
だ
が
池
」

の
大
蛇
で
あ
り
、
み
な
れ
川
の
大
蛇
の
姉
（
ま
た
は
妹
）
で
も
あ

る
。

(12
)
な
お
、
俊
仁
が
訪
ね
る
木
に
つ
い
て
、
高
野
本
・
天
理
写
本
は

「
く
ち
き
（
朽
木
）」、
Ⅱ
類
本
は
「
ふ
し
き
（
伏
木
）」
と
す
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
東
急
本
は
Ⅱ
類
と
同
じ
で
あ
る
。
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(13
)
古
本
系
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
万
治
本
に
基
づ
い
た
。

(14
)
俊
重
は
妻
の
懐
妊
期
間
が
三
年
三
月
に
及
ぶ
こ
と
を
知
り
、

「
む
か
し
を
つ
た
へ
て
き
く
に
、
ふ
つ
き
し
ん
わ
う
は
、
は
ゝ
の

た
い
な
い
に
八
十
年
や
と
り
、
し
ら
か
を
い
た
ゝ
き
む
ま
れ
い
て
、

く
す
り
の
し
と
な
り
給
ふ
。
は
ん
さ
う
と
い
ひ
し
つ
は
も
の
は
、

三
ね
ん
三
月
に
て
た
ん
し
や
う
し
、
ゆ
み
や
を
と
つ
て
の
め
い
し

や
う
な
り
」
と
故
事
を
引
く
が
、
典
拠
未
詳
。

(15
)
後
の
再
会
を
約
す
こ
と
は
古
本
系
Ⅱ
類
と
東
急
本
に
見
ら
れ
る

が
、
Ⅰ
類
に
は
な
い
。
先
述
の
ご
と
く
東
急
本
は
Ⅱ
類
本
と
の
共

通
点
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
一
つ
と
見
て
よ
い
か
。

(16
)
こ
の
箇
所
は
流
布
本
も
大
幅
に
増
補
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

は
東
急
本
と
は
全
く
異
な
る
。

(17
)
本
来
「
慳
貪
剣
」
と
あ
っ
た
も
の
か
。
拙
稿
「『
鈴
鹿
の
物
語
』

の
悪
路
王
退
治
譚

そ
の
素
材
と
構
成
方
法

」（『
国
語
国
文
』

八
七
巻
一
一
号
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）
参
照
。

(18
)
前
注
（
17
）

(19
)
『
壬
生
家
文
書
・
二
』（
図
書
寮
叢
刊
、
明
治
書
院
）
所
収
。

(20
)
大
蛇
の
名
は
諸
本
に
よ
り
揺
れ
が
あ
り
、
高
野
本
「
み
つ
く
し

の
た
け
」、
万
治
本
「
海
満
・
海
月
」、
吉
田
本
・
國
學
院
本
「
く

ら
み
つ
・
く
ら
の
す
け
」、
流
布
本
「
く
ら
み
つ
・
く
ら
へ
の
す

け
」、
天
理
写
本
は
記
述
な
し
。「
く
ら
み
つ
・
く
ら
の
す
け
」
が

本
来
の
形
で
、
他
は
誤
字
や
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
大
蛇
の
名
に
つ
い
て
、
平
出
鏗
二
郎
は
『
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
』
に

お
い
て
藤
原
利
仁
が
討
っ
た
と
さ
れ
る
盗
賊
「
蔵
宗
・
蔵
安
」
が

そ
の
名
の
原
拠
で
は
な
い
か
と
示
唆
し
て
お
り
（『
室
町
時
代
小

説
集
』
精
華
書
院
、
一
九
〇
八
年
）、
野
村
八
郎
も
そ
れ
を
追
認

し
て
い
る
（『
室
町
時
代
小
説
論
』
第
二
章
、
巌
松
堂
書
店
、
一

九
三
八
年
）。

(21
)
こ
の
箇
所
の
み
、
引
用
は
國
學
院
本
に
拠
っ
た
。

(22
)
他
本
に
お
け
る
か
す
み
の
源
太
は
、
大
嶽
退
治
の
際
に
し
か
登

場
し
な
い
。
一
方
、
東
急
本
の
田
原
源
五
か
ね
ま
さ
は
、
匈
奴
迎

撃
や
立
烏
帽
子
捜
索
の
際
に
も
登
場
す
る
。
な
お
、
田
村
将
軍
を

主
人
公
と
す
る
古
浄
瑠
璃
に
お
い
て
も
、
一
致
す
る
郎
等
の
名
は

見
ら
れ
な
い
。

(23
)
『
法
華
験
記
』
下
・
八
九
話
、
同
一
二
四
話
、『
今
昔
物
語
集
』

一
四
・
七
話
な
ど
。

(24
)
こ
の
詞
章
の
利
用
は
近
世
の
田
村
も
の
文
芸
に
付
き
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
田
村
を
描
く
古
浄
瑠
璃
や
川
柳
に
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
。
拙
稿
（
前
注
（
8
））
参
照
。

(25
)
福
田
晃
氏
は
「「
馬
の
家
」
物
語
の
系
譜
（
上
）

〈
田
村
語

り
〉
を
め
ぐ
っ
て

」（『
立
命
館
文
学
』
四
八
五
・
四
八
六
号
、

一
九
八
五
年
）
に
お
い
て
、
奥
浄
瑠
璃
『
田
村
三
代
記
』
は

「『
田
村
の
草
子
』
に
拠
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
独
自
な
叙
述
を
見

せ
た
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）
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【
付
表
】
古
本
系
と
東
急
本
の
粗
筋
対
照
表

《
古
本
系
の
粗
筋
》（
傍
線
部
は
東
急
本
と
の
相
違
箇
所
）

《
東
急
本
の
相
違
点
》

1

俊
重
将
軍
の
子
、
俊
祐
将
軍
は
結
婚
と
離
婚
を
際
限
な
く
繰
り
返
し
て
い
た

が
、
五
十
一
歳
に
な
っ
て
も
満
足
で
き
る
妻
が
見
つ
か
ら
ず
、
子
も
な
か
っ
た
。

俊
祐
は
理
想
の
妻
を
得
る
た
め
上
洛
す
る
。

俊
祐
の
名
は
な
く
、
他
本
に
お
け
る
俊
祐
は
全
て
俊
重
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
。

俊
重
の
年
齢
は
四
十
一
歳
で
、
上
洛
は
大
番
役
の
た
め
。

2

九
月
、
俊
祐
は
嵯
峨
野
へ
遊
覧
に
出
か
け
、
そ
こ
で
歌
を
詠
む
女
を
見
つ
け

る
。
俊
祐
は
女
と
契
り
、
越
前
に
戻
る
。

嵯
峨
野
遊
覧
に
際
し
て
僧
正
遍
昭
「
名
に
愛
で
て
」
の
歌
を
引
く
。
俊
重
は
出
会

い
に
際
し
、『
伊
勢
物
語
』
第
六
段
・
第
一
四
段
を
想
起
す
る
。

3

俊
祐
の
北
の
方
は
懐
妊
す
る
が
、
出
産
は
三
年
後
と
い
い
、
ま
た
、
高
い
壇

を
築
き
、
そ
こ
に
産
所
を
建
て
る
よ
う
求
め
る
。
出
産
に
際
し
て
は
、
七
日
間
は

見
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
。
し
か
し
俊
祐
は
我
慢
で
き
ず
、
六
日
目
に
の
ぞ
き
見

す
る
。
す
る
と
産
所
に
い
た
の
は
大
蛇
で
あ
っ
た
。
八
日
目
、
北
の
方
は
自
分
が

ま
す
だ
が
池
の
大
蛇
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
子
は
天
下
の
将
軍
と
な
る
べ
き
こ

と
を
語
り
、
子
に
日
り
う
と
名
づ
け
る
。
さ
ら
に
、
日
り
う
三
歳
に
し
て
俊
祐
が

死
ぬ
こ
と
、
七
歳
に
し
て
宣
旨
を
蒙
る
こ
と
を
予
言
し
、
姿
を
消
す
。

妻
の
異
常
に
長
い
妊
娠
期
間
に
つ
い
て
、
俊
重
は
神
農
や
范
増
の
例
を
思
う
。

北
の
方
は
『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
の
龍
女
同
様
、
成
仏
す
べ
き
身
で
あ
る
こ
と

を
語
る
。

宣
旨
に
つ
い
て
の
予
言
な
し
。

4

北
の
方
の
予
言
通
り
、
日
り
う
三
歳
の
時
に
俊
祐
は
死
去
す
る
。
七
歳
の
時
、

み
な
れ
川
の
大
蛇
を
退
治
せ
よ
と
の
宣
旨
を
蒙
る
。
戸
惑
う
日
り
う
に
対
し
、
め

の
と
は
俊
祐
五
歳
の
時
の
大
蛇
退
治
を
語
り
、
重
代
の
宝
で
あ
る
角
の
槻
弓
・
神

通
の
鏑
矢
を
渡
す
。

（
※
み
な
れ
川
の
所
在
地
は
、
高
野
本
・
天
理
写
本
で
は
武
蔵
国
。
そ
の
他
の
諸

本
で
は
近
江
国
）

大
蛇
退
治
に
つ
い
て
公
卿
僉
議
が
あ
り
、
か
つ
て
は
伝
教
大
師
の
力
に
よ
り
魔
物

は
出
現
し
な
か
っ
た
と
語
ら
れ
る
。

父
の
大
蛇
退
治
は
十
歳
。

角
の
槻
弓
で
は
な
く
鉄
の
弓
。
神
通
の
鏑
矢
は
、
放
つ
と
「
千
の
矢
先
」
に
な
る

上
、
箙
に
戻
る
と
い
う
。

5

日
り
う
は
軍
勢
を
率
い
て
身
馴
川
に
至
る
が
、
大
蛇
の
起
こ
し
た
川
波
に
よ

っ
て
軍
勢
は
壊
滅
す
る
。
一
人
残
っ
た
日
り
う
が
山
神
に
祈
る
と
川
が
干
上
が
り
、

二
匹
の
大
蛇
が
現
れ
る
。
大
蛇
は
自
分
が
日
り
う
の
お
じ
に
当
た
る
こ
と
を
言
う

日
り
う
は
将
軍
の
綸
旨
を
賜
り
、
俊
仁
と
名
乗
る
。
俊
仁
は
軍
勢
を
隠
し
、
水
底

に
潜
む
大
蛇
を
鏑
矢
に
よ
っ
て
出
現
さ
せ
る
（
軍
勢
壊
滅
の
件
な
し
）。
大
蛇
が

お
じ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
俊
仁
が
、
大
蛇
に
「
我
に
命
を
与
へ
よ
、
し
か
ら
ば
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が
、
日
り
う
は
神
通
の
鏑
矢
に
て
大
蛇
を
た
や
す
く
討
ち
取
り
、
肝
か
ら
油
を
取

っ
て
凱
旋
す
る
。

神
と
祝
ふ
べ
し
」
と
語
る
と
、
大
蛇
は
み
ず
か
ら
首
を
延
べ
て
俊
仁
に
討
た
れ
る
。

俊
仁
は
大
蛇
を
龍
王
権
現
と
し
て
勢
多
橋
の
島
に
祀
る
。

6

日
り
う
は
俊
仁
将
軍
と
な
る
。
俊
仁
は
照
日
と
い
う
姫
と
恋
仲
に
な
る
が
、

照
日
は
入
内
す
る
。
し
か
し
照
日
の
心
は
俊
仁
に
向
い
て
お
り
、
怒
っ
た
帝
は
俊

仁
を
伊
豆
へ
流
す
。
配
流
の
道
中
、
俊
仁
は
勢
多
の
橋
に
て
、
身
馴
川
の
大
蛇
の

魂
に
、
都
で
悪
事
を
な
す
よ
う
け
し
か
け
る
。
す
る
と
都
で
は
大
蛇
が
暴
れ
、
大

騒
動
に
な
る
。
博
士
の
占
い
に
よ
り
、
事
態
が
俊
仁
ゆ
え
で
あ
る
と
判
明
し
た
た

め
、
俊
仁
は
赦
免
さ
れ
て
帰
京
し
、
大
蛇
の
害
も
収
ま
る
。

照
日
の
名
は
な
い
。

入
内
す
る
途
中
で
俊
仁
が
姫
を
強
奪
し
た
こ
と
で
流
罪
に
な
る
。

大
蛇
の
害
は
大
雨
・
洪
水
で
あ
り
、
大
蛇
自
身
が
暴
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

7

俊
仁
と
照
日
は
結
ば
れ
、
二
人
の
姫
が
生
ま
れ
る
。
あ
る
時
、
俊
仁
の
留
守

中
に
庭
を
眺
め
て
い
た
照
日
が
、
魔
物
に
攫
わ
れ
行
方
不
明
と
な
る
。
照
日
を
捜

し
あ
ぐ
ね
て
途
方
に
暮
れ
た
俊
仁
は
夕
占
を
問
う
。
そ
れ
に
よ
り
老
夫
婦
の
会
話

を
聞
き
、
次
い
で
三
人
の
童
の
会
話
を
聞
く
こ
と
で
、
俊
仁
は
天
狗
の
教
光
坊
・

三
郎
坊
、
鬼
の
大
嶽
・
高
丸
・
悪
路
王
の
存
在
を
知
る
。

童
の
会
話
で
は
、
教
光
坊
に
話
を
聞
く
べ
き
こ
と
が
直
接
的
に
示
さ
れ
る
。
三
郎

坊
・
大
嶽
・
高
丸
・
悪
路
王
の
名
は
語
ら
れ
な
い
。

8

俊
仁
は
愛
宕
山
の
教
光
坊
に
妻
の
行
方
を
尋
ね
る
。
教
光
坊
は
鬼
の
仕
業
で

あ
る
と
教
え
、
帰
り
道
の
伏
木
に
子
細
を
聞
け
と
教
え
る
。
伏
木
を
訪
ね
る
と
、

伏
木
は
大
蛇
の
姿
を
現
し
、
み
ず
か
ら
は
俊
仁
の
お
ば
で
あ
る
と
語
る
。
大
蛇
は
、

照
日
を
攫
っ
た
の
は
陸
奥
の
悪
路
王
で
あ
る
と
告
げ
、
鞍
馬
の
多
聞
天
を
頼
る
べ

き
こ
と
を
教
え
、
姿
を
消
す
。
俊
仁
は
鞍
馬
に
参
籠
、
剣
を
賜
り
、
鬼
に
妻
子
を

取
ら
れ
た
美
濃
前
司
ら
を
誘
っ
て
陸
奥
へ
下
る
。

（
※
高
野
本
・
天
理
写
本
で
は
、
教
光
坊
に
次
い
で
東
山
の
三
郎
坊
を
尋
ね
、
助

言
を
受
け
る
。
ま
た
、
大
蛇
の
正
体
は
俊
仁
の
母
。）

伏
木
の
中
か
ら
蛇
が
現
れ
、
俊
仁
に
助
言
す
る
。
こ
の
蛇
は
俊
仁
の
母
の
神
魄
で

あ
り
、
魂
魄
は
冥
途
で
無
量
の
楽
し
み
を
受
け
て
い
る
と
語
る
。

悪
路
王
退
治
に
は
、
主
要
な
人
々
の
他
に
、
五
百
余
騎
の
軍
勢
を
伴
う
。

9

俊
仁
は
陸
奥
国
田
村
郷
に
て
賤
女
と
契
り
、
形
見
の
品
と
し
て
上
差
し
の
鏑

矢
を
与
え
る
。
悪
路
王
の
城
に
着
く
と
、
門
前
で
女
と
会
う
。
こ
の
女
は
同
行
者

の
一
人
で
あ
る
美
濃
前
司
の
娘
で
、
鬼
に
攫
わ
れ
て
以
来
、
使
役
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
っ
た
。
俊
仁
は
女
か
ら
悪
路
王
が
留
守
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
門
前
の
龍
馬

美
濃
前
司
の
娘
か
ら
妻
存
命
の
由
を
聞
く
。
一
行
は
女
の
案
内
で
城
に
入
る
（
龍
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に
よ
っ
て
城
内
に
飛
び
入
り
、
多
聞
天
の
力
に
よ
っ
て
開
門
し
、
同
行
者
ら
を
城

内
に
導
く
。

馬
の
件
な
し
）。
多
聞
天
に
よ
る
開
門
な
し
）。
扉
は
多
聞
天
の
力
に
よ
っ
て
開
く

の
で
は
な
く
、
俊
仁
が
閂
を
ね
じ
切
る
。

10

俊
仁
ら
は
城
内
を
捜
索
し
、
多
く
の
女
を
救
出
す
る
。
し
か
し
、
あ
る
同
行

者
の
妻
は
遺
体
で
発
見
さ
れ
、
夫
は
悲
嘆
に
暮
れ
る
。
俊
仁
も
照
日
と
再
会
す
る
。

照
日
は
、
悪
路
王
ら
は
明
日
の
午
の
刻
に
帰
る
と
教
え
る
。
俊
仁
ら
は
城
内
で
鬼

を
待
つ
。

遺
体
で
発
見
さ
れ
る
女
の
件
な
し
。

俊
仁
ら
は
軍
議
を
行
い
、
一
旦
城
を
空
に
し
て
山
に
隠
れ
、
鬼
の
帰
還
し
た
と
こ

ろ
へ
攻
め
か
か
る
こ
と
を
決
め
る
。

11

悪
路
王
ら
が
帰
還
し
、
俊
仁
ら
と
対
峙
。
悪
路
王
ら
が
無
数
の
目
で
俊
仁
ら

を
睨
む
と
、
そ
の
眼
光
の
恐
ろ
し
さ
に
一
行
の
ほ
と
ん
ど
は
気
絶
、
俊
仁
と
美
濃

前
司
の
み
が
残
る
。
俊
仁
が
多
聞
天
に
祈
る
と
月
日
が
俊
仁
の
両
目
に
宿
り
、
そ

の
光
に
よ
り
鬼
の
目
が
落
ち
、
血
の
涙
を
流
す
。
俊
仁
が
剣
を
投
げ
、
悪
路
王
ら

の
首
を
討
つ
。
一
行
は
鬼
の
死
骸
を
焼
き
、
女
を
解
放
し
て
凱
旋
す
る
。

帰
還
し
た
悪
路
王
ら
は
城
内
が
空
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
怒
り
、
気
勢

を
上
げ
、
酒
宴
を
始
め
る
。
そ
こ
に
俊
仁
ら
の
軍
勢
が
攻
め
か
か
り
、
戦
い
と
な

る
が
、
俊
仁
ら
は
苦
戦
す
る
。
俊
仁
は
「
霧
の
印
」
で
姿
を
隠
し
、
さ
ら
に
多
聞

天
の
助
力
を
得
て
、
剣
を
投
げ
、
悪
路
王
の
首
を
討
つ
。
残
る
鬼
も
討
ち
取
っ
た

と
こ
ろ
に
近
国
か
ら
も
武
士
が
攻
め
寄
せ
、
鬼
ヶ
城
を
焼
き
払
う
。

12

俊
仁
は
後
継
者
と
し
て
の
男
児
が
な
い
こ
と
を
嘆
く
。
一
方
そ
の
頃
、
田
村

郷
賤
女
は
男
児
を
産
み
、
ふ
せ
り
殿
と
名
づ
け
て
養
育
し
て
い
た
。
ふ
せ
り
は
七

歳
の
時
、
父
が
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
母
に
尋
ね
る
。
母
は
は
ぐ
ら
か
す
が
問
い

詰
め
ら
れ
、
山
の
土
中
に
隠
し
た
形
見
の
品
に
つ
い
て
言
う
。
ふ
せ
り
が
そ
れ
を

見
つ
け
る
と
、
母
は
、
父
は
俊
仁
将
軍
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
ふ
せ
り
は
一
人

都
へ
向
か
い
、
十
三
日
の
道
を
三
日
で
行
く
。

母
は
父
の
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
事
実
を
明
か
し
、
次
い
で
形
見
の
鏑
矢

を
取
り
に
行
か
せ
る
。
母
子
の
別
れ
の
悲
し
み
を
強
調
す
る
。

都
へ
は
十
三
日
か
か
っ
て
到
着
。

13

ふ
せ
り
は
俊
仁
邸
の
門
外
に
佇
み
、
対
面
の
機
会
を
待
つ
。
折
節
、
俊
仁
ら

が
庭
で
蹴
鞠
を
行
い
、
飛
び
出
た
鞠
を
ふ
せ
り
が
蹴
返
す
こ
と
を
き
っ
か
け
に
父

子
の
対
面
を
果
た
す
。
ふ
せ
り
は
形
見
の
鏑
矢
を
示
し
、
俊
仁
は
親
子
で
あ
る
こ

と
を
認
め
、
迎
え
入
れ
る
。

鞠
を
蹴
返
す
の
で
は
な
く
、
鞠
を
取
り
に
出
た
者
に
話
し
か
け
る
こ
と
で
対
面
に

至
る
。

14

ふ
せ
り
は
毎
夜
桂
川
を
軽
々
と
飛
び
越
え
る
と
い
う
超
人
的
能
力
を
示
す
。

九
歳
で
朝
日
と
改
名
す
る
。
俊
仁
は
朝
日
の
器
量
を
は
か
る
た
め
、
食
事
中
に
矢

で
射
る
が
、
朝
日
は
矢
を
箸
で
受
け
止
め
る
。
十
一
歳
で
日
り
う
と
改
名
す
る
。

川
を
飛
び
越
え
る
件
な
し
。

俊
仁
の
試
練
は
、
剣
で
斬
り
か
か
る
、
矢
で
射
る
と
い
う
内
容
が
連
続
的
に
描
写

さ
れ
、
帝
釈
・
修
羅
の
戦
い
に
譬
え
ら
れ
る
。
日
り
う
へ
の
改
名
な
し
。
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俊
仁
は
さ
ら
に
器
量
を
試
す
た
め
、
就
寝
中
に
剣
を
投
げ
か
け
る
が
、
剣
は
袂
に

留
ま
る
。
日
り
う
は
十
三
歳
で
元
服
し
、
稲
瀬
五
郎
俊
宗
と
名
乗
る
。

十
三
歳
に
て
宣
旨
が
あ
り
、
朝
日
の
将
軍
田
村
の
俊
宗
と
名
乗
る
。

15

老
い
を
感
じ
た
俊
仁
は
、
末
代
の
伝
え
に
と
唐
土
攻
め
を
帝
に
進
言
し
、
大

船
団
を
率
い
て
唐
土
に
向
か
う
。
俊
仁
の
投
げ
た
火
界
の
印
に
よ
り
唐
土
で
は
火

の
雨
が
降
る
。
俊
仁
の
軍
勢
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
唐
土
が
恵
果
和
尚
に

よ
る
不
動
明
王
法
を
修
す
と
、
不
動
ら
の
大
軍
が
海
上
に
出
現
、
俊
仁
軍
と
戦
闘

に
な
る
。
劣
勢
に
な
っ
た
不
動
は
鞍
馬
の
多
聞
天
と
談
判
し
、
俊
宗
に
代
わ
っ
て

不
動
が
日
本
を
守
護
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
俊
仁
へ
の
助
力
を
や
め
さ
せ
る
。
多

聞
天
か
ら
賜
っ
た
剣
も
飛
び
去
り
、
加
護
を
失
っ
た
俊
仁
は
討
ち
死
に
す
る
。
遺

体
は
博
多
に
漂
着
す
る
。

俊
仁
は
隠
居
し
、
百
二
十
歳
で
往
生
す
る
。
手
柄
も
な
く
将
軍
に
な
っ
た
俊
宗
が

衆
人
か
ら
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
の
に
乗
じ
、
匈
奴
の
大
軍
が
日
本
に
攻
め
寄
せ
、

博
多
の
沖
に
迫
る
。
俊
宗
は
将
軍
と
し
て
出
陣
す
る
。
郎
等
の
田
原
源
五
か
ね
ま

さ
は
籠
城
戦
を
主
張
す
る
が
、
俊
仁
は
攻
撃
を
指
示
し
、
船
戦
と
な
る
。
匈
奴
は

不
動
明
王
を
本
尊
に
修
法
を
行
い
（
恵
果
の
名
な
し
）、
俊
宗
は
毘
沙
門
天
を
本

尊
に
修
法
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
匈
奴
軍
の
不
動
像
が
突
風
に
吹
き
上
げ
ら
れ
、
匈

奴
は
壊
滅
す
る
。
不
動
像
は
鞍
馬
寺
に
納
め
ら
れ
、
不
動
坂
の
語
源
と
な
っ
た
。

俊
仁
が
毘
沙
門
天
か
ら
賜
っ
た
剣
は
俊
宗
に
相
続
さ
れ
る
。

16

大
和
国
奈
良
坂
山
に
金
飛
礫
と
い
う
化
物
が
現
れ
、
往
来
を
妨
げ
て
い
る
の

で
退
治
せ
よ
と
の
宣
旨
が
俊
宗
に
下
る
。
囮
の
荷
物
に
お
び
き
出
さ
れ
た
金
飛
礫

は
、
三
郎
飛
礫
・
次
郎
飛
礫
・
太
郎
飛
礫
を
順
に
投
げ
る
が
、
い
ず
れ
も
俊
宗
に

た
や
す
く
打
ち
落
と
さ
れ
る
。
俊
宗
は
神
通
の
鏑
矢
の
音
で
金
飛
礫
を
苛
み
、
降

参
さ
せ
て
捕
縛
し
、
粟
田
口
で
処
刑
す
る
。
こ
の
功
に
よ
り
、
俊
宗
は
出
生
地
で

あ
る
田
村
郷
を
賜
り
、「
田
村
の
将
軍
」
の
称
を
得
る
。

化
物
の
名
は
「
金
丸
の
入
道
」
で
あ
り
、
金
飛
礫
と
い
う
名
は
記
さ
れ
な
い
。
退

治
は
宣
旨
で
は
な
く
自
発
的
な
も
の
。
飛
礫
を
投
げ
る
こ
と
や
鏑
矢
の
音
で
苛
む

描
写
は
な
い
。

鏑
矢
の
毒
で
弱
ら
せ
て
討
ち
、
首
を
六
条
河
原
に
晒
す
。
退
治
後
、
俊
宗
は
大
軍

を
率
い
て
田
村
郷
へ
所
知
入
り
し
、
母
と
再
会
し
、
館
を
建
て
て
三
年
過
ご
す
。

17

伊
勢
国
鈴
鹿
山
に
立
烏
帽
子
と
い
う
女
が
現
れ
、
往
来
を
妨
げ
て
い
る
の
で

退
治
せ
よ
と
の
宣
旨
が
下
る
。
田
村
は
軍
勢
を
率
い
て
捜
索
す
る
が
立
烏
帽
子
は

見
つ
か
ら
な
い
。
田
村
は
自
分
一
人
が
留
ま
っ
て
立
烏
帽
子
を
捜
索
す
る
と
主
張

し
、
軍
勢
を
都
へ
帰
す
。
あ
る
時
、
神
仏
に
祈
る
と
、
今
ま
で
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
小
笹
原
が
現
れ
、
そ
の
奥
の
壮
麗
な
屋
敷
に
至
る
。

立
烏
帽
子
の
出
現
は
、
俊
宗
が
奥
州
に
下
り
、
都
周
辺
の
守
り
が
手
薄
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
。

軍
勢
を
都
へ
帰
す
際
に
は
、
田
原
源
五
か
ね
ま
さ
と
の
会
話
が
あ
る
。
俊
宗
は
一

人
で
捜
索
を
続
け
て
洞
窟
を
発
見
し
、
そ
の
奥
の
異
境
に
至
る
。「
田
村
」
と
い

う
呼
称
は
用
い
ら
れ
な
い
。

18

田
村
は
壮
麗
な
屋
敷
の
奥
へ
進
み
、
立
烏
帽
子
（
鈴
鹿
御
前
）
を
見
つ
け
る
。

そ
の
美
貌
に
田
村
は
心
引
か
れ
つ
つ
も
戦
い
を
挑
む
。
剣
同
士
が
鷹
や
猫
に
変
じ

て
戦
う
が
、
鈴
鹿
の
圧
勝
に
終
わ
り
、
田
村
は
鈴
鹿
の
提
案
で
彼
女
と
結
婚
す
る

立
烏
帽
子
邸
の
様
子
を
見
た
俊
宗
は
都
に
援
軍
を
求
め
、
軍
勢
が
駆
け
つ
け
る
。

攻
め
方
を
僉
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
立
烏
帽
子
（
鈴
鹿
）
が
現
れ
、
俊
宗
と
の
戦

い
に
な
る
（
剣
の
変
化
は
描
か
れ
な
い
）。
戦
い
つ
つ
、
俊
宗
・
鈴
鹿
は
互
い
に
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こ
と
に
な
る
。
管
絃
の
宴
が
行
わ
れ
る
。

（
二
人
の
出
会
い
以
後
、「
立
烏
帽
子
」
と
い
う
呼
称
は
用
い
ら
れ
な
い
）

惹
か
れ
る
。
俊
宗
は
軍
勢
を
都
へ
帰
し
、
鈴
鹿
に
思
い
を
告
げ
る
。
鈴
鹿
は
悪
事

を
や
め
る
こ
と
を
誓
い
、
二
人
は
結
ば
れ
る
。（
以
後
、「
立
烏
帽
子
」・「
鈴
鹿
」

の
呼
称
が
混
在
す
る
）

19

鈴
鹿
は
女
児
を
産
み
、
し
や
う
り
ん
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
三
年
後
、
望
郷
の

念
を
募
ら
せ
た
田
村
は
、
鈴
鹿
を
騙
し
て
都
へ
連
れ
て
行
く
由
の
文
を
し
た
た
め
、

雁
に
託
す
。
文
は
内
裏
に
届
け
ら
れ
、
軍
勢
が
田
村
・
鈴
鹿
の
参
内
を
待
ち
構
え

る
。
し
か
し
こ
の
計
略
は
鈴
鹿
に
知
ら
れ
て
お
り
、
鈴
鹿
は
田
村
の
心
変
わ
り
を

非
難
す
る
も
、
神
通
の
車
に
乗
っ
て
共
に
内
裏
に
向
か
う
。

鈴
鹿
は
一
男
一
女
を
儲
け
る
（
名
の
記
載
な
し
）。
三
年
後
、
都
で
は
俊
宗
の
消

息
不
明
の
ま
ま
、
信
濃
国
戸
隠
山
に
鬼
神
が
出
現
し
た
由
が
朝
廷
に
伝
え
ら
れ
る
。

関
白
は
ま
ず
鈴
鹿
山
を
捜
索
し
て
俊
宗
の
安
否
を
確
認
し
、
そ
の
後
に
田
原
源
五

か
ね
ま
さ
に
十
万
余
騎
を
与
え
て
戸
隠
の
鬼
神
を
討
つ
べ
し
と
言
う
。
こ
の
評
定

を
知
っ
た
鈴
鹿
は
、
屋
敷
を
荒
ら
さ
れ
る
よ
り
は
み
ず
か
ら
出
向
こ
う
と
、
俊
宗

と
共
に
雲
を
駆
け
る
車
に
乗
り
、
内
裏
に
向
か
う
。

20

神
通
の
車
は
軍
兵
に
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
内
裏
に
降
り
立
ち
、
鈴
鹿
は
帝

と
対
面
す
る
。
鈴
鹿
は
み
ず
か
ら
は
天
女
で
あ
り
、
討
伐
さ
れ
る
言
わ
れ
は
な
い

こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
田
村
に
別
れ
を
告
げ
、
二
十
一
日
後
、
近
江
国
蒲
生

の
鬼
神
悪
事
の
高
丸
を
退
治
せ
よ
と
の
宣
旨
が
下
る
旨
を
予
言
し
、
一
人
鈴
鹿
山

へ
帰
る
。

鈴
鹿
山
へ
発
向
せ
ん
と
す
る
軍
勢
が
ひ
し
め
く
内
裏
に
雲
を
駆
け
る
車
が
降
り
立

つ
と
、
軍
勢
は
恐
慌
状
態
に
陥
る
。
帝
が
俊
宗
に
国
家
の
守
り
た
る
べ
き
こ
と
を

命
じ
る
と
、
俊
宗
は
鈴
鹿
に
別
れ
を
告
げ
る
。
鈴
鹿
は
俊
宗
を
守
護
す
る
こ
と
を

誓
い
、
虚
空
へ
去
る
。（
既
に
鬼
神
が
出
現
し
て
い
る
た
め
、
鈴
鹿
に
よ
る
予
言

な
し
）

21

鈴
鹿
の
予
言
通
り
、
近
江
国
蒲
生
に
悪
事
の
高
丸
が
出
現
、
こ
れ
を
退
治
せ

よ
と
の
宣
旨
が
下
る
。
田
村
が
軍
勢
を
率
い
て
蒲
生
を
攻
め
る
と
高
丸
親
子
は
各

地
を
転
々
と
逃
げ
、
外
が
浜
の
沖
の
海
上
に
あ
る
岩
屋
に
立
て
籠
も
る
。
攻
め
あ

ぐ
ね
た
田
村
は
一
旦
退
却
す
る
。

俊
宗
は
軍
勢
を
率
い
て
戸
隠
山
に
向
か
う
。
そ
の
威
勢
を
恐
れ
た
鬼
神
は
妻
子
と

共
に
姿
を
く
ら
ま
す
。
俊
宗
は
鬼
神
の
所
在
を
つ
か
め
な
い
ま
ま
途
方
に
暮
れ
て

い
る
と
、
夢
に
鈴
鹿
が
現
れ
、
鬼
神
は
千
賀
の
塩
竃
の
沖
に
あ
る
旨
を
告
げ
る
。

俊
宗
は
千
賀
の
塩
竃
に
向
か
う
。
退
却
の
件
な
し
。

22

都
へ
の
帰
路
、
鈎
の
宿
に
て
、
鈴
鹿
が
現
れ
助
勢
を
申
し
出
る
。
鈴
鹿
は
軍

勢
を
帰
ら
せ
、
田
村
と
二
人
で
神
通
の
車
に
乗
り
、
再
び
外
が
浜
に
向
か
う
。
籠

城
す
る
高
丸
ら
を
油
断
さ
せ
る
た
め
、
鈴
鹿
は
星
を
招
い
て
舞
を
舞
わ
せ
る
。
そ

の
舞
楽
に
誘
わ
れ
、
高
丸
の
娘
が
岩
戸
を
開
け
る
よ
う
父
に
求
め
る
。
高
丸
は
娘

に
ほ
だ
さ
れ
て
岩
戸
を
開
け
る
。
そ
の
隙
に
鈴
鹿
が
高
丸
の
左
目
を
射
貫
き
、
次

い
で
剣
で
首
を
討
つ
。

浜
辺
で
攻
め
あ
ぐ
ね
る
俊
宗
の
も
と
に
鈴
鹿
が
現
れ
、
天
女
に
舞
を
舞
わ
せ
る
。

鬼
神
が
娘
に
ほ
だ
さ
れ
る
件
な
し
。

俊
宗
の
矢
は
胸
・
首
に
立
つ
。
鬼
神
を
討
ち
取
る
と
、
干
珠
の
玉
を
投
げ
て
海
を

干
上
が
ら
せ
、
軍
勢
が
鬼
ヶ
城
を
攻
め
落
と
す
。
鬼
神
の
二
人
の
娘
を
生
け
捕
り

に
す
る
。
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23

高
丸
退
治
後
、
田
村
は
鈴
鹿
と
の
復
縁
を
望
む
が
、
鈴
鹿
は
拒
む
。
そ
れ
は
、

鈴
鹿
は
大
嶽
と
い
う
鬼
に
言
い
寄
ら
れ
て
お
り
、
ま
も
な
く
そ
の
大
嶽
が
彼
女
を

捕
ら
え
に
来
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
鈴
鹿
は
大
嶽
退
治
の
宣
旨
が
田
村
に
下
る
こ
と

を
予
言
し
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
大
嶽
の
魂
を
抜
き
、
田
村
に
た
や
す
く
大
嶽
を
討

ち
取
ら
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
語
る
。
田
村
は
抵
抗
す
る
が
説
得
さ
れ
、
ま

た
名
馬
を
求
め
る
べ
き
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
高
丸
ら
の
首
を
伴
っ
て
凱
旋
し
、
褒

美
に
預
か
る
。

鈴
鹿
は
、
来
春
に
越
中
立
山
に
鬼
神
が
出
現
す
る
こ
と
を
予
言
し
警
戒
を
促
し
、

ま
た
来
春
の
再
会
を
約
し
て
去
る
。
田
村
が
復
縁
を
求
め
る
件
や
鈴
鹿
が
わ
ざ
と

取
ら
れ
る
件
、
馬
を
求
め
る
べ
き
助
言
、
い
ず
れ
も
な
し
。

生
け
捕
り
の
娘
二
人
は
帝
の
命
令
に
よ
り
う
つ
ほ
船
で
流
さ
れ
、
伊
豆
大
島
に
漂

着
す
る
。
そ
の
子
孫
は
今
の
島
民
と
な
っ
た
。

24

鈴
鹿
の
助
言
に
従
っ
て
馬
を
探
し
て
い
た
田
村
は
、
今
に
も
倒
れ
そ
う
な
痩

せ
馬
を
売
る
翁
を
見
つ
け
る
。
田
村
は
高
値
で
馬
を
買
い
取
り
、
さ
ら
に
多
く
の

引
き
出
物
を
翁
に
与
え
た
。
翁
は
都
で
一
番
の
貧
者
か
ら
、
一
番
の
金
持
ち
と
な

っ
た
。
田
村
は
痩
せ
馬
を
空
駆
け
る
龍
馬
に
育
て
上
げ
る
。

突
如
、
宮
中
に
駿
馬
が
現
れ
る
。
公
卿
僉
議
が
あ
り
、
中
国
の
故
事
な
ど
が
言
及

さ
れ
る
が
、
最
終
的
に
俊
宗
に
与
え
ら
れ
る
。
俊
宗
は
馬
を
乗
り
こ
な
し
、
曲
乗

り
を
披
露
す
る
。

25

鈴
鹿
の
予
言
通
り
、
陸
奥
国
霧
山
嶽
に
大
嶽
が
出
現
し
、
そ
の
退
治
の
宣
旨

が
田
村
に
下
る
。
田
村
は
郎
等
の
霞
の
源
太
一
人
を
伴
い
、
件
の
龍
馬
で
陸
奥
に

下
る
。
霧
山
嶽
に
着
く
と
鈴
鹿
の
手
引
き
に
よ
っ
て
城
内
に
導
か
れ
る
。

鈴
鹿
の
予
言
通
り
、
越
中
立
山
に
鬼
神
が
出
現
す
る
。
退
治
の
宣
旨
な
し
。
俊
宗

は
鈴
鹿
の
助
力
を
得
よ
う
と
す
る
が
、
鈴
鹿
の
居
所
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
途
方

に
暮
れ
て
馬
に
鈴
鹿
の
在
処
へ
連
れ
て
行
く
よ
う
命
じ
る
と
、
馬
は
越
中
立
山
の

「
鬼
が
岩
屋
」
に
至
る
（
従
者
は
田
原
源
五
か
ね
ま
さ
一
人
）。
俊
宗
は
い
ぶ
か

る
が
、
岩
屋
に
乗
り
込
む
と
中
か
ら
鈴
鹿
が
走
り
出
で
、
中
へ
招
き
入
れ
る
。

26

田
村
は
城
内
で
鈴
鹿
と
再
会
し
、
大
嶽
の
魂
は
鈴
鹿
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
い

る
こ
と
、
大
嶽
は
主
の
八
大
王
に
挨
拶
す
る
た
め
外
出
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、

管
絃
の
遊
び
を
行
う
。

（
※
大
嶽
の
外
出
理
由
は
、
高
野
本
・
小
野
本
で
は
異
国
の
姫
を
取
り
に
行
く
た

め
）

俊
宗
は
鈴
鹿
が
立
山
に
い
る
理
由
を
尋
ね
る
と
、
鈴
鹿
は
、
こ
の
鬼
神
の
妻
が
自

分
の
母
で
あ
る
と
語
り
、
両
者
を
引
き
合
わ
せ
る
。
鈴
鹿
の
母
は
俊
宗
を
も
て
な

し
、
酒
宴
を
設
け
る
。
鈴
鹿
の
母
が
酔
い
つ
ぶ
れ
る
と
、
俊
宗
は
鈴
鹿
に
対
し
、

鬼
神
が
舅
に
あ
た
る
以
上
、
退
治
す
る
こ
と
が
憚
ら
れ
る
と
語
る
。
鈴
鹿
は
、
自

分
に
と
っ
て
鬼
神
は
継
父
で
あ
る
か
ら
問
題
な
い
と
言
い
、
鬼
神
は
都
へ
攻
め
上

る
た
め
の
軍
勢
を
得
る
た
め
、
浅
間
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
語
る
。
ま
た
、
鬼
神

を
討
つ
由
を
母
に
語
る
と
、
母
は
夫
と
聟
と
の
板
挟
み
に
葛
藤
す
る
が
、
聟
に
恥

を
か
か
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
決
心
し
、
夫
を
討
て
と
言
う
。
さ
ら
に
、
退

治
の
際
に
は
天
上
へ
帰
る
か
ら
と
、
別
れ
の
悲
し
み
を
晴
ら
す
た
め
に
管
絃
の
遊

び
を
行
う
。
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27

帰
還
し
た
大
嶽
は
田
村
が
来
て
い
る
こ
と
に
怒
り
、
そ
の
怒
声
に
城
壁
が
崩

れ
、
両
者
が
対
峙
す
る
。
田
村
が
帝
の
命
令
で
討
伐
に
来
た
こ
と
を
言
う
と
、
大

嶽
は
帝
の
権
威
を
笑
い
、
戦
い
が
始
ま
る
。
田
村
が
剣
を
投
げ
る
と
大
嶽
の
眷
属

は
全
滅
し
、
大
嶽
自
身
も
追
い
詰
め
ら
れ
、
首
を
切
ら
れ
る
。
首
は
舞
い
上
が
り

田
村
に
落
ち
掛
か
る
が
、
鈴
鹿
が
田
村
に
十
枚
の
兜
を
か
ぶ
せ
た
た
め
、
田
村
は

無
事
で
あ
っ
た
。
大
嶽
が
食
い
破
っ
た
兜
に
歯
形
が
九
つ
残
っ
た
た
め
、
こ
れ
が

鍬
形
の
語
源
（
九
歯
形
）
と
な
っ
た
。

鬼
神
の
帰
還
を
知
っ
た
そ
の
妻
は
天
井
を
蹴
破
っ
て
天
に
去
る
。
帰
還
し
た
鬼
神

は
俊
宗
の
来
訪
に
気
づ
か
ぬ
ま
ま
、
管
絃
の
音
に
誘
わ
れ
門
を
く
ぐ
る
が
、
俊
宗

ら
の
待
ち
伏
せ
に
遭
い
、
首
を
斬
ら
れ
る
。
首
は
舞
い
上
が
る
が
、
多
聞
天
の
剣

に
恐
れ
を
成
し
て
危
害
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
間
に
眷
属
と
の
戦
い

に
な
り
、
さ
ら
に
日
本
中
の
み
な
ら
ず
天
竺
・
震
旦
か
ら
も
多
く
の
鬼
神
が
襲
来

す
る
が
、
白
山
の
夜
叉
鬼
神
が
俊
宗
に
敗
れ
た
こ
と
で
鬼
の
軍
勢
は
降
参
す
る
。

立
山
の
鬼
神
の
首
も
死
ん
だ
た
め
、
灰
に
し
て
捨
て
る
。（
鍬
形
語
源
説
な
し
）

28

田
村
は
改
め
て
鈴
鹿
と
共
に
暮
ら
す
こ
と
を
望
む
が
、
鈴
鹿
は
定
業
に
よ
る

死
期
が
迫
っ
て
お
り
そ
れ
が
叶
わ
な
い
旨
を
告
げ
、
鈴
鹿
山
へ
戻
る
。
田
村
は
帰

洛
し
多
く
の
褒
美
を
賜
る
。
大
嶽
の
首
は
宇
治
の
宝
蔵
に
収
め
ら
れ
、
大
嘗
会
の

大
頭
の
起
源
と
な
っ
た
。

鈴
鹿
は
今
後
永
く
悪
魔
の
出
現
し
な
い
こ
と
を
語
り
、
俊
宗
に
都
へ
戻
り
天
下
を

守
護
す
べ
き
こ
と
を
言
う
。
そ
し
て
俊
宗
が
九
十
七
歳
の
時
、
鈴
鹿
山
へ
来
る
べ

き
こ
と
、
そ
の
後
は
無
量
劫
に
わ
た
っ
て
共
に
暮
ら
そ
う
と
言
う
。
俊
宗
は
帰
洛

し
多
く
の
褒
美
を
賜
る
。（
大
嶽
の
首
の
件
な
し
。
鈴
鹿
の
死
の
予
言
な
し
）

29

田
村
は
急
ぎ
鈴
鹿
山
を
訪
れ
る
が
、
鈴
鹿
は
既
に
死
ん
で
い
た
。
悲
し
む
田

村
に
、
死
ん
だ
鈴
鹿
の
声
が
聞
こ
え
、
娘
の
こ
と
を
託
さ
れ
、
ま
た
、
剣
を
譲
り

受
け
る
。
田
村
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
思
い
死
に
す
る
。
冥
途
で
は
田
村
の
「
思
ひ

（
火
）」
に
よ
り
帝
釈
堂
が
炎
上
す
る
。
そ
こ
に
田
村
が
現
れ
、
鈴
鹿
を
返
せ
と

強
要
す
る
。
閻
魔
は
別
の
女
の
死
体
に
鈴
鹿
の
魂
を
入
れ
て
蘇
生
さ
せ
る
。

（
鈴
鹿
・
田
村
の
死
お
よ
び
蘇
生
譚
な
し
）

30

田
村
・
鈴
鹿
は
末
永
く
栄
え
た
。

天
下
太
平
と
な
る
。
俊
宗
は
龍
馬
を
馬
頭
観
音
と
祝
い
、
音
羽
山
に
堂
を
建
て
る
。

こ
れ
が
清
水
寺
の
田
村
堂
で
あ
る
。
そ
の
後
、
鈴
鹿
の
言
っ
た
通
り
に
九
十
七
歳

で
鈴
鹿
山
に
向
か
い
、
不
老
不
死
の
薬
に
よ
っ
て
若
返
り
、
無
量
劫
の
楽
し
み
を

う
け
、
天
下
を
守
っ
た
。
子
は
都
に
上
り
、
将
軍
の
跡
を
継
い
だ
。

31

本
地
譚
は
諸
本
に
よ
り
大
き
な
差
が
あ
り
、
原
態
不
明
。
具
体
的
な
本
地
譚

を
欠
く
諸
本
あ
り
（
小
野
本
・
万
治
本
・
天
理
写
本
）。

代
々
の
天
下
の
将
軍
は
俊
宗
の
再
誕
で
あ
る
。
立
烏
帽
子
は
鈴
鹿
権
現
で
あ
り
、

東
海
道
の
守
護
神
と
な
っ
た
。
日
本
は
仏
法
神
道
が
栄
え
、
め
で
た
き
御
代
と
な

っ
た
。
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